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報
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ス
テ
ム
学
科

　真
貝
寿
明

（
二
○
二
一
年
三
月
九
日
受
理
）

　明
治
初
年
に
、
小
幡
篤
次
郎
が
『
天
変
地
異
』
を
、
福
澤
諭
吉
が
『
訓
蒙

　窮
理
図

解
』
を
出
版
し
た
こ
と
か
ら
、
窮
理
熱
と
も
い
わ
れ
る
出
版
ブ
ー
ム
が
お
き
た
。
そ

の
出
版
数
は
明
治
５
、
６
年
だ
け
で
も
60
点
以
上
に
な
る(

1)(

2)

と
い
う
。
い
ず
れ

も
米
英
の
子
供
向
け
の
本
か
ら
の
抄
訳
で
あ
っ
た
が
、
開
国
の
掛
け
声
と
と
も
に
、

学
制
公
布
よ
り
一
足
は
や
く
、
旧
来
の
学
問
と
は
異
な
る
ス
タ
イ
ル
に
人
々
は
夢
中

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
出
版
物
の
中
で
、
窮
理
を
ネ
タ
に
仕
込
ん
だ
落
語

の
本
『
滑
稽
窮
理

へ
そ臍
の
西
国
』（
明
治
7
年
6
月
序
、
同
9
年
11
月
刊
、
正
宝
堂
）
が

あ
る
。

著
者
は
増
山
守
正(1827–1901)

で
あ
る
。
静
香
園
丹
蓉
と
号
し
た
。
丹
後
田
辺

藩
の
出
身
で
、
幕
末
に
江
戸
で
医
学
を
学
び
、
藩
に
も
ど
っ
て
医
を
開
業
し
、
後
に

京
都
府
の
官
吏
と
し
て
医
学
や
教
育
関
係
に
従
事
し
、
再
び
上
京
し
て
文
部
省
や
博

物
館
に
勤
め
た
人
物
で
あ
る
。
増
山
の
伝
と
著
作
の
リ
ス
ト
は
、
本
人
に
よ
る
も
の

が
、
晩
年
に
出
版
し
た
『
明
治
新
撰
百
家
風
月
集
』（
明
治
27
年(

3)

）
の
追
録
に
あ

る
。
生
涯
に
24
点
の
著
作
が
あ
る
が
、
本
書
は
著
作
と
し
て
は
初
期
の
頃
、
本
人
の

四
十
半
ば
の
頃
の
も
の
に
な
る
。
増
山
は
『
天
象
地
球
略
解
』（
明
治
20
年
）
や
動
植

物
系
統
図
な
ど
若
干
の
サ
イ
エ
ン
ス
も
の
を
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
多
く
は

旅
行
記
・
詩
集
・
小
説
で
あ
り
、
広
く
身
に
つ
け
た
教
養
を
多
方
面
に
展
開
さ
せ
た
。

墓
は
東
京
・
谷
中
霊
園
に
あ
り
、
遺
言
は
「
虎
は
死
し
て
皮
を
遺
し
、
人
は
死
し
て
名

を
遺
す
。
須
く
著
作
を
後
世
に
遺
す
べ
し
」
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
臍
の
西
国
』
と
は
、
現
代
で
は
「
へ
そ
が
茶
を
沸
か
す
」
と
同
義
で
使
わ
れ
て
い

た
「
臍
の
西
国
巡
礼
」
を
意
図
し
た
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
周
知
の
落
語
を
ベ
ー
ス
に

し
た
５
つ
の
題
目
が
あ
り
、
オ
チ
は
よ
く
知
ら
れ
た
落
語
の
筋
書
き
通
り
だ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
で
窮
理
学
の
紹
介
が
（
と
き
に
は
強
引
に
）
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
は
「
窮

理
学
」
を
「
物
理
学
」
の
元
の
言
い
方
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
書
を
読
む

と
、
動
物
・
植
物
か
ら
天
文
に
至
る
ま
で
幅
広
く
登
場
し
て
お
り
、「
窮
理
」
と
は
自

然
科
学
全
般
を
指
す
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
本
書
か
ら
、
窮
理
熱
の
一
端
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
、
当
時
の
人
々
の
知
識
レ
ベ
ル
も
推
察
で
き
る
。
は
た
し
て
、
本
書

の
落
語
が
実
際
に
上
演
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
同
一
の
内
容
で
『
臍
の
西
国
あ

ご
落
と
し
』（
明
治
19
年
12
月
刊
、
耕
文
楼
）
と
改
題
さ
れ
た
も
の
も
再
販
さ
れ
た
。

表紙：舞鶴市所蔵版 (5) より。
胡瓜の絵柄が施されている。
Original Cover: From the one
owned by Maizuru City (5).

本
書
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン(

4)

お
よ
び
舞
鶴
市
糸
井
文
庫

所
蔵
版(

5)

が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
影
印
も
入
手
で
き
る(

6)

。
こ
の
翻
刻
で
は
、

で
き
る
だ
け
忠
実
に
旧
字
を
用
い
、
句
点
も
原
文
ど
お
り
と
し
て
い
る
。
か
な
は
現

代
の
も
の
に
改
め
、
ル
ビ
は
原
文
ど
お
り
だ
が
お
よ
そ
初
出
の
と
こ
ろ
の
み
と
し
て

い
る
。
原
本
で
行
左
側
に
添
書
き
さ
れ
た
も
の
は
割
注
と
し
た
。
ま
た
、
原
本
で
は
、

各
話
ご
と
に
段
落
分
け
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
適
宜
改
段
落
し
た
。

本
稿
で
は
、
最
後
に
各
話
の
若
干
の
解
説
を
付
け
る
と
と
も
に
、
内
容
に
関
す
る

い
く
つ
か
の
考
察
を
加
え
る
。

（
二
〇
二
一
年
七
月
三
○
日 

受
理
）
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滑
稽

窮
理

臍
の
西
國

序

ソ夫
れ
リ理
は
ケ
ン乾
コ
ン坤
マ
サ當
に
シ
カ然
る
べ
き
の
道
に
し
て
。
バ
ン萬
コ古
に
ワ
タ
ツ亘
て
ヘ
ン變
エ
キ易
す
べ
か
ら

ざ
る
の
真
理
を
指
し
て

イ
フ云
の
コ
ト
バ詞
な
り
シ
カ
フ而
し
て
別
に
一
種
の
キ
ョ虚
リ理
な
る
者
あ
り
。

コ是
れ
真
理
の
反
對
に
し
て
世
に

イ
ハ所
ユ
ル謂
リ
ク
ハ
イ

理
外
の
理
と
云
者

コ
レ之

に
近
し

ヒ
ツ畢
ケ
ウ竟

滑
稽
落
語

タ徒ヾ
に
人
の
オ
ト
ガ
イ
頤
を
解
く
の
具
に
し
て
。
ジ
ツ實
ジ事
に
於
て
益
な
し
と
い
へ
ど
も
ソ
ノ其
ウ
チ中
ジ
ン人

イ意
の
へ
ウ表
に
イ
ヅ出
る
キ竒
キ機
メ
ウ
ク
ハ
ン

妙
關
を
ソ
ン存
す
る
者
ア
ツ有
て
ス
ツ捨
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
ヨ
ツ因
て
諸
家

キ
ウ窮
リ理
の
語
を
拾
ひ
マ
ジ雑
ゆ
る
に
セ
ジ
ヨ
ウ

世
上
滑
稽
の
落
語
を
以
て
ケ
ツ
キ
ヨ
ク

結
局
し
サ
ン
ジ
ユ
ツ

纂
述
し
て
一
小

冊
子
と
し
滑
稽
窮
理

ヘ
ソ臍
の
サ
イ西
コ
ク國
と
題
し
ジ
ヨ
ウ
シ

上
梓
し
て
世
に
コ
ウ公
に
す
コ
ヒ庶
ネ
ガ
ハ幾
く
は
キ
ヨ虚
ジ
ツ實

サ
ク錯
ザ
ツ雑
滑
稽
窮
理
永
く
理
外
の
メ
ウ妙
リ理
を
し
て
地
に
ツ
イ墜
タ堕
せ
さ
ら
し
め
ん
事
を
欲
し
カ
ツ且

は
ナ
ン男
ニ
ヨ女
幼
童
勤
學
の
徒
エ
イ
チ
ユ
ウ

永
晝
チ
ヨ
ウ
ヤ

長
夜
睡
魔
を
カ驅
り
ラ
ン懶
キ鬼
を
オ逐
ふ
の
一
助
と
せ
ん
と

シ
カ云
イ
フ爾明

治
七
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　丹
波
綾
部

　増
山
守
正
撰

滑
稽

窮
理

臍
の
西
國
初
編

丹
波
綾
部

　増
山
守
正
纂
述

テ手
ト與
ユ
ビ指
ソ
ウ相
イ違

ゴ
ウ豪
カ華
シ
ユ主
ジ
ン人
ス
イ翠
ロ
ウ樓
に
登
り
。
千
金
を
ナ
ゲ
ウ抛
ち
シ
ョ
ウ
ギ

娼
妓（
タ
ハ
ブ
レ

ダ
ン
ナ

）に
ホ
コ誇
り
。
酒
は
泉
の

如
く
肉
は
林
の
如
し
。

ク
ハ
ク
チ
ウ

廓
中
最
上
の
美
人
に
契
り
。
比
翼
の
情
日
に
深
く
連

理
の
思
ひ
月
に
厚
し
雲
に
は
衣
装
か
と
思
ひ
花
に
は

カ
タ
チ容
か
と
疑
ふ
チ
ウ晝
参
夜
参

シ孜
々

1
と
し
て
魂
は
脱（
ヌ
ケ

ガ
ラ

）
す
る
如
く
ク
ル
ハ廓
は
家
の
如
し
心
酔
の
餘
り
人
に
向
ふ

て
イ
ハ
ク曰
。
タ
レ誰
か
イ
フ云
娼
妓
マ
コ
ト誠
な
し
と
コ
ト
ハ
ザ
諺
に
云
ふ
は
シ
ン真
な
り
ジ
ツ實
な
り
カ
ノ彼
ギ妓
の
美
麗
タ
マ玉

か
花
か

ネ
ガ
ハ願

く
は

ケ
イ軽
ラ羅

と
な
つ
て

サ
イ細
ヨ
ウ腰

に
ツ
カ附

ん
ネ
ガ
ハ願

く
は

メ
イ
キ
ヨ
ウ

明
鏡
と
な
つ
て

ケ
ウ嬌
メ
ン面

を

分
た
ん
。

カ
ノ彼
キ妓
ワ我
れ
に
チ
カ
フ誓
て
三
千
世
界
キ
ミ君
よ
り
ホ
カ外
に
身
を
マ
カ託
す
べ
き
オ
ツ
ト夫
な
し
。

タ
ト譬
へ
野
の
ス
ヘ末
ヤ
マ山
の
オ
ク奥
タ
ケ竹
の
柱
に
カ
ヤ茅
の
屋
根
テ手
ナ
ベ鍋
一
つ
の
ス
マ住
ヰ居
で
も
石
の
枕
を
す

る
と
て
も

ナ
ニ何
か
イ
ト厭
は
ん
偕
老
同
穴
は
モ
ト固
よ
り
カ
タ堅
き
約
束
と
レ
ン戀
ボ慕
し
依
頼
す
と
誇

る
。

イ
ツ一
イ
ウ友
ワ
ラ
フ笑
て
ホ
ウ捧
フ
ク腹
し
ソ
ク足
カ下
知
ら
ず
や
古
歌
に
い
ふ
「
タ手
ヲ
リ折
て
も
心
許
す
な
山

櫻
夜
は
嵐
の
ふ
か
ぬ
も
の
か
は
」

イ
ハ
ン況
や
足
下
イ
マ
ダ未
た
家
へ
メ
ト娶
ら
ず
バ
イ賣
ギ妓
（
オ
ヤ

マ

）の

誓
約

ゴ期
し
難
し
ソ夫
れ
ナ
サ
ケ情
を
賣
り
色
を
ヒ
サ鬻
く

2
は
娼
妓
の
習
ひ
虚
言
も
深
く
ト
ガ咎
む

べ
か
ら
す
。
足
下
何
ぞ

カ
ク
ノ
ゴ
ト
ク

如
此
チ
ン沈
デ
キ溺
の
ハ
ナ
ハ
ダ
甚
し
き
。
諺
に
云
は
ず
や
。
ジ
ヨ女
ラ
ウ郎
の

マ
コ
ト誠

と
タ
マ卵
コ子

の
四
角
有
れ
は

ミ
ソ
カ

晦
夜
に
月
の
出
る
の
句
あ
る
を

シ
ラ知

ず
や
。
主
人
少
し

く
イ
キ
ト
ホ
リ
憤
て
イ
フ曰
カ彼
れ
ワ我
れ
と
死
生
を
以
て
チ
キ契
る
。
情
味
の
コ
マ
ヤ
カ
濃
な
る
は
ケ
イ兄（
ア
ニ

イ

）ら

が
知
る
所
に
非
ず
。
女
郎
に
誠
は
な
い
と
は
云
へ
ど
誠
買
出
す
客
無
と
云
句
を

シ
ラ知

ず
や
。
我
れ
金
銀
の
花
を
咲
せ
て

カ彼
れ
が
心
を
樂
し
む
。
彼
の
妓
ワ
レ余
を
慕
ふ
に
雲

1

孜
々
＝
せ
っ
せ
と
。

2

鬻
ぐ
＝
売
る
。
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雨
フ巫
ザ
ン山

の
情
を
以
て
す
。

ケ
イ兄
ミ
ダ妄

り
に

カ
ノ彼
ギ妓

と
水
も

モ泄
ら
さ
ゝ
る
契
約
の
情
を

リ離
カ
ン間

す
る
事

ナ
カ勿
れ
。

友
人

マ
ス
マ
ス

益
ワ
ラ
フ笑

て
イ
フ曰
ケ
イ兄
カ彼

れ
を
愛
す
る
に

キ
ン金

を
以
て
す
。

ソ
モ
〳抑〵

金
を
以
て
心
を

釣
り
欲
を
以
て
人
を

ナ
ツ懐
く
る
は
セ
キ昔
ジ
ツ日
の
事
。
タ
ウ當
ジ時
は
ス
ナ
ハ
チ
則
文
明
開
化
カ彼
れ
に
窮

理
あ
り

コ此ヽ
に
ク
ハ化
ガ
ク學
あ
り
ギ妓
ロ
ウ樓
娼
廓
に
至
て
も
亦
金
銭
を
イ
ヤ賤
し
み
窮
理
を
タ
ツ
ト尊
ぶ

兄
モ若
し
カ彼
れ
が
愛
情
を
得
ん
と
欲
せ
ば
早
く
窮
理
書
を
ヨ讀
め
ス
ミ
ヤ
カ
速
に
化
學
に
就

け
。
君
が
最
愛
の
妓

ス
デ既
に
タ他
窮
理
先
生
の
イ
フ有
と
な
る
を
知
ら
ず
や
。
主
人
ワ
ラ
フ笑
て

曰
ウ
ソ
〳
〵

虚
言
々
々
人
を
愚
弄
す
る
事
ナ
カ勿
れ
。
カ
ノ彼
ギ妓
決
し
て
キ
ヨ虚
ケ
イ契
に
非
す
ユ
ミ弓
ヤ矢
八
幡
我

を
ア
ザ
ム欺
か
ず
と
云
て
テ
ン靦
ジ爾（
キ
ョ

ロ
リ

）た
り
友
人
テ
ン輾
テ
ン轉
捧
腹
カ呵〳
〵々
タ
イ
シ
ヨ
ウ

大
笑
し
て
曰
。
腹
イ
タ痛

〳く〵
々
々
臍

サ
ル
〳
〵

去
る
々
々
。

ア嗚
呼ヽ
男
子
た
る
も
の

チ
ン沈
デ
キ溺

の
愚

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

如
此
に
至
る
者

カ乎
。
予

サ
キ
ノ
ヒ

前
日
樓
に
登
り
襖
を
隔
て
ゝ
親
し
く
彼
の
妓
の
窮
理
先
生
に
エ
ツ謁
し
問
答
の
情
話
を

聞
く
。
彼
先
生

シ
ヨ
ク
ハ
イ

初
會
に
し
て
カ
ノ彼
ギ妓
の
色
を
挑
む
の
タ
イ態（
ヤ
ウ

ス

）あ
り
。
彼
妓
ケ
ウ驕
キ氣
應

ぜ
ず

ジ
ヤ
ウ
ト
ウ

上
頭
の
イ威
ケ
ン權
に
オ
ゴ驕
り
イ
ヨ
ウ
ガ
ン

容
顔
の
美
麗
に
誇
る
。

先
生

シ
ユ
ウ
ノ
ヨ
ウ

従
容
ト
イ説
て
曰
東
京
ソ
レ
カ
シ
某
氏
著
書
の
序
文
に
曰
。
キ氣
ル
ヰ類
の
相
感
ず
る
海
に

住
む

ウ
ヲ魚
は
波
紋
の
ウ
ロ
コ鱗
あ
り
。
地
に
フ臥
す
ケ
モ
ノ獸
は
草
葉
に
似
る
の
毛
あ
り
。
木
に

シ
ユ
ク宿
す
る
鳥
は
キ
ノ木
ハ葉
に
似
る
の
ハ羽
あ
り
と
。
シ
ン真
に
確
言
と
云
べ
し
ナ
ン
ヂ汝
妓
樓
の
氣

類
に

ソ
ミ染
て
人
心
を
失
ひ
。
ビ微〳
〵々

の
イ
ヨ
ウ容
シ
ヨ
ク色
に
驕
り
上
頭
の
ヰ威
ケ
ン權
に
誇
る
。
セ
イ井
チ
ウ中

の
ア蛙
ク
ワ
ン
ケ
ン

管
見
の
天
ア
ハ
レ憐
む
べ
し
ソ
モ
〳抑〵
ダ
イ大
を
語
れ
ば
ジ
ツ日
ゲ
ツ月
セ
イ星
シ
ン辰
小
を
語
れ
ば
シ
ユ
ン
ド
ウ

蠢
動
微

物
億
々
萬
里
の
天
に
億

バ々
ン萬
ス
ウ數
の
星
あ
り
。
億
バ々
ン萬
ブ
ン分
の
地
に
億
々
萬
分
の
ム
シ蟲

あ
り
。
所
謂

サ
ン三
セ
ン千
ダ
イ大
セ
ン千
世
界
。
暗
夜
に
ア
フ仰
く
キ綺
ラ羅
ホ
シ星
は
皆
タ
イ大
ヨ
ウ陽
や
世
界
と
か
キ
ク聞

も
ビ
ツ
ク
リ

驚
愕
其
上
に
古
来

テ
ン天
カ
ン漢

3

又
イ一
つ
に
天
の
河
と
て
シ
ラ白
ヌ
ノ布
を
ヒ
キ引
た
如
き
の
天
象

は
皆

シ
ユ
ウ
セ
イ

衆
星
の
ス州
ヨ
リ寄
ぞ
と
キ
ケ聞
は
キ
ク聞
ホ
ト程
乾
坤
は
カ
ク斯
も
大
な
る
物
カ
ナ哉
と
思
ひ
マ
ハ回
せ
ば
マ
ハ回

は
す
程
我
か

チ
ヒ
サ小

さ
な
る

チ
ヱ
フ
ク
ロ

知
慧
嚢
。
胸

フ
サ
ガ塞

り
て
氣
も
遠
し
。

サ左
ホ
ト程

大
な
る
ば
か
り

か
と
。
見
れ
ば
億
々
萬
分
の
。
地
に
は
億
々
萬
分
の
。
蟲
あ
り

ケ
ン
ビ
キ
ヨ
ウ

顯
微
鏡
リ
ヨ
ク力
を
借

て
ケ
ン檢
せ
ば
ヒ微
エ
ウ幺
な
る
。
蟲
も
サ
イ細
ジ爾
の
シ
ユ
ン
ブ
ツ

蠢
物
も
。
オ
ノ各〳
〵々
シ
ユ首
ソ
ク足
臓
腑
を
は
ソ
ナ具
へ
ケ
イ經
ラ
ク絡

ク
ハ
ン
セ
ツ

關
節
や
マ
ウ毛
ウ羽
キ
ン
ミ
ヤ
ク

筋
脉
知
覺
迄
ソ
ナ備
へ
ざ
る
も
の
更
に
な
し
。
分
子
の
小
を
論
す
れ

ば
。

バ
イ梅
ク
ハ花
一
輪
滿
室
に
薫
り
ジ
ヤ麝
カ
ウ香
は
幾
年
も
其
フ
ク馥
イ
ク郁
を
失
は
ず
。
大
と
イ
ヒ云
小
と
云

ひ
キ貴
と
云
ひ
セ
ン賤
と
云
ふ
ヒ
ツ畢
ケ
ウ竟
ニ二
に
し
て
イ
ツ一
一
に
し
て
二
イ
ヅ何
れ
に
六
十
餘
元
素
に
歸

し
て
。

ザ
ウ造
ク
ハ化
セ
イ精
カ
ウ巧
の
妙
機
に
イ
デ出
ざ
る
な
し
。
イ
ツ何
れ
を
上
等
と
誇
り
何
れ
を
下
等

と
イ
ヤ賤
し
け
む
や
。
動
植
の
ア
ヒ
ダ間
に
。
ポ
レ
ー
ペ
ン
あ
り
。
ソ
ウ草
モ
ク木
の
間
に
タ
ケ竹
ホ牡
タ
ニ丹
フ
シ藤

ハ
キ萩

の
ル
ヰ類

あ
り
。

ム
シ蟲

鳥
の
間
に

カ
フ蝙
モ
リ蝠

あ
り
。

ト
リ鳥
ウ
ヲ魚

の
間
に

ト
ビ飛
ウ
ヲ魚

あ
り
。

ウ
ヲ
ケ
ダ
モ
ノ

魚
獸
の
間

に
カ
イ海
バ馬
水
牛
あ
り
。
人
鳥
の
間
に
ア
フ鸚
ム鵡
あ
り
。
ヒ
ト
ケ
ダ
モ
ノ

人
獸
の
間
に
シ
ヤ
ウ
サ
ル

猩
猿
の
類
あ
り
。

ト
ウ登
カ
ウ高
ジ自
ヒ

　
卑

4
の
書
中
に
云
ふ
。
動
物
植
物
ソ
ノ其
シ
ナ科
は
。
同
じ
か
ら
ね
と
動
植
の
。
中

間
に
し
て
分
界
の
。

ホ
ト
ン殆
ど
髪
を
容
れ
ぬ
あ
り
。
喩
へ
て
見
れ
は
動
物
は
常
に
動

け
ど
植

チ
ユ
ウ蟲

や
。

ボ
レ
イ

　

牡
蠣（
カ
キ　

）の
如
く
動
か
ざ
る
。
物
も
あ
る
な
り
植
物
は
恒
に
動

か
ぬ
物
な
れ
ど
。「

フ
ア哇
リ里
ス斯
ネ

〓

リ里
ア亜
」5
な
る
物
は
花
ナ作
し
ミ實
を
ば
結
ぶ
時
。
ヨ能
く

動
く
な
り
植
物
に
。
胃
な
し
去
れ
共

ソ
ノ其
葉
ヨ能
く
。
セ
ウ
チ
ユ
ウ

小
蟲
殺
し
其
液
を
吸
ふ
者
も

あ
り
動
物
は
。
能
く
痛
痒
を
知
る
植
物
も
。
之
に

フ
ル觸

れ
は

タ
チ
マ
チ

忽
に
其
葉
収
縮
知
覺

す
る
。
又
動
物
と
植
物
と
。
合
せ
て
一
體
な
る
有
り
て
。
春
夏
は
草
で
秋
後
に

て
。
枯
れ
て
其
根
は
變
化
し
て
。

ム
シ蟲
と
な
る
あ
り
又
草
に
。
セ
ン仙
タ
ウ桃
ソ
ウ草
と
い
ふ
あ
り

て
。
三
四
月
中
實
を
結
ぶ
。
其
状

モ桃ヽ
の
如
く
に
て
。
殻
中
種
子
は
是
れ
な
し
て
。

蟲
あ
り

ハ
ウ芒
シ
ユ種
其
ノ
チ後
に
。
シ翅
ソ
ク足
を
シ
ヤ
ウ生
し
其
コ
ウ殻
を
。
ヤ
ブ
リ破
て
去
り
て
秋
は
又
。
土
中
に

チ
ツ蟄
し
春
マ
ツ待
て
其
尾
先
よ
り
芽
を
生
し
。
蟲
又
變
じ
草
と
な
る
。
云
云
と
あ
り
。
ニ
ン人

チ
ク畜
よ
り
草
木
に
至
る
ま
で
各
品
ガ
ウ毫
も
間
隔
あ
る
こ
と
な
し
。

3

天
漢
＝
天
の
川
。

4

村
松
良
粛(1827-1879)

著
の
『
登
高
自
卑
』（
明
治
五
年
出
版
）。

5

〓

は

さ
ん
ず
い
に
臼
工
。
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図１：第一話の挿絵と画讃の翻刻。
Fig.1 Figure of the first story. (2)
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妻
　
　

シ乏
二　

　
潔
　
　

ニ貞
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妓
　
　
楼
　
　

ツ且
　
　

ヤ況
　
　

ス
ル
ヲ
ヤ

表
二　

　
傾
　
　

ヲ城
一　

　
伐
　
　
柯
　
　
其
　
　
則
　
　
看
　
　

レ
バ
来

　
　

シ遠
　

　
至

　
　
近

　
　
身

　
　
中

　
　
反

　
　

ノ対
　
　
情

　

然
る
に
汝
サ鎖
ヽ々

た
る
バ
イ賣
ギ妓
の
セ
ン賤
ゲ
フ業
に
誇
る
其
心
小
に
し
て
且
つ
イ
ヤ賤
し
く
。
朱
に

ソ
マ染
り
て
赤
く
な
り
。
人
の
サ
ン産
ゲ
フ業
を
傾
く
事
ハ
カ量
り
知
る
べ
か
ら
ず
。
近
世
の
名
句
に

「
タ
ラ父
チ
ネ母
の
寒
さ
に
イ
テ凍
し
雪
の
肌
ト
ケ解
て
流
る
カゝ
ハ川
タ
ケ竹
の
水
。」
マ
タ又
イ
フ云
「
思
ひ
き
や
枕
に

あ
は
す

カ
ヒ
ナ肱
さ
へ

6
城
カ
タ
ム
ク
傾
る
力
あ
り
と
は
。」
又
川
柳
に
「
ケ
イ傾
セ
イ城
の
ナ
ミ
ダ涙
て
蔵
の

屋
根
が

モ泄
る
。」「
傾
城
は
か
し
く

7
の
文
字
て
客
を
釣
る
。」
な
と
真
に
恐
る
べ

し
。
水
は

ハ
ウ方
エ
ン圓
の
器
に
従
ひ
人
は
善
悪
の
友
に
従
か
ふ
と
古
語
の
キ
ヨ虚
カ假
な
ら
ざ
る

を
知
る
と
云
ふ
彼
妓

オ
ホ
ヒ大

に
悟
り
。
心
を

ヒ
キ卑

く
し
身
を

ヘ
リ
ク
ダ

謙
り

サ
キ前
ホ
ト時

の
ケ
ウ驕
マ
ン慢

無
禮

を
謝
し
。
シ
ン真
セ
イ誠

に
身
を
窮
理
先
生
に

マ附
カ託

し
。

ス
イ
チ
ヤ
ウ

翠
帳

コ
ウ紅
ケ
イ閨

の
ウ
チ内
コ
ビ媚

を
ツ
ク盡

し
て

イ
フ曰

ネ
ガ
ハ願
く
は
君
の
一
夜
の
ナ
サ
ケ情
チ
カ
フ誓
て
セ
ウ妾
が
モ百ヽ
ト
セ年
の
ヨ
ハ
ヒ齢
を
縮
む
と
も
ク
ユ悔
べ
か
ら
ず
。
今

日
君
に
誠
を

ケ
ン獻
ず
る
の
シ
ヨ
ウ證
。
マ先
つ
ワ
ラ
ハ妾
が
指
だ
も
切
ら
む
と
イ
ヒ云
し
と
語
る

主
人

キ聞ヽ
も
ア
ヘ敢
ず
驚
き
怒
り
且
つ
ナ
イ泣
て
イ
フ曰
。
憎
し
々
々
彼
れ
ワ
レ我
よ
り
ホ
カ外
に
男
子
を

モ
タ持
ず
終
身
心
を
變
ぜ
ず
と
云
。
何
ぞ
ハ
カ

〓

ら
む

8
カ斯
く
反
復
表
裏
の
情
有
ら
ん
と
は

指
迄
切
ろ
と
は
何
事
ぞ

シ
カ而
し
て
僕
の
事
は
何
と
か
云
ひ
し
。
友
イ
フ曰
君
と
な
ら
ば
手

を
切
ら
む

無
言
問
答

一
襌
寺
の
僧
。
十
歳
バ
カ
リ許
の
小
僧
聰
明
ビ
ン敏
サ
イ才
ゼ
ン襌
キ機
を
エ得
た
る
を
呼
び
レ
イ令
し
て
イ
フ曰
。

ソ夫
れ
ゼ
ン襌
は
以
心
傳
心
フ不
リ
ツ立
モ
ン文
ジ字
の
道
に
し
て
。
樹
下
セ
キ
ジ
ヤ
ウ

石
上
ケ
ツ結
カ跏
フ趺
ザ

　
坐

9
の
コ
ウ功
を

積
み
心
を

ネ
ツ煉
て
ジ
キ直
シ指
ニ
ン人
シ
ン心
ケ
ン
シ
ヤ
ウ

見
性
ジ
ヤ
ウ
ブ
ツ

成
佛
の
サ
カ
イ境
に
イ入
る
の
シ
ウ宗
シ

〓

。10
單
刀
直
入
の
心

法
な
り

シ
カ然
る
に
利
口
の
カ
ン姦
ソ
ウ僧
其
心
法
を
マ
モ
ル守
の
ジ
ツ實
な
く
タ徒ヾ
に
マ
ツ末
ギ技
に
走
り
。
タ唯ヾ
口

舌
を
以
て

カ
チ勝

を
求
む
。
是
れ

セ
ウ小
ニ兒

の
タ
ハ
フ
レ

戯
に
し
て
。
真
に

ソ祖
シ師

の
罪
人
な
り
。
此

以
後
問
答

テ
イ底
の
リ
ヨ旅
ソ
ウ僧
あ
ら
ば
タ
シ
ユ
ツ

他
出
に
託
し
て
之
を
避
け
よ
。
小
僧
イ唯
ヽ々

と
し
て

退
く
。

コ
ト
ハ
ザ
諺
に
イ
フ云
人
を
評
せ
ば
席
を
マ
フ
ケ設
て
待
て
と
。
タ
チ
マ
チ
忽
見
る
一
リ
ヨ旅
ソ
ウ僧
慢
氣
襌
を
。

呑
み
法
戰
一
喝
天
を
蹴
る
の
勢
ひ
。

キ
タ
ツ来
て
師
に
エ
ツ謁
せ
ん
と
欲
し
て
在
否
を
問
ふ
。

小
僧

ア
ヤ
マ
ツ
誤
て
寺
に
在
り
と
云
タ
ビ旅
ソ
ウ僧
然
ら
ば
法
戰
を
コ
コ
ロ
ミ
試
ん
と
云
小
僧
イ
ソ
ガ
ハ
シ
ク

急
遽
コ
ト
バ
ヲ
詞

改
て
曰
法
戰
な
ら
ば

ス
ナ
ハ
チ
則
タ
シ
ユ
ツ

他
出
な
り
。
ナ
ン
ヂ汝
ト疾
く
去
れ
旅
僧
イ
フ曰
法
戰
な
ら
ば
す
な

は
ち
他
出
と
そ
の

コ
ヽ
ロ意
を
ゲ解
せ
ず
真
偽
如
何
。
小
僧
曰
シ
ン真
モ
ツ以
て
他
出
な
り
。
旅
僧

6

肱
＝
肘
。

7

か
し
く
は
、
手
紙
の
末
尾
か
し
こ
の
女
性
言
葉
。

8

〓

は
図
の
異
体
字
で
囗
に
口
に

面
。

9

結
跏
趺
坐
＝
座
禅
を
行
う
時
の
座
法
。

10

〓

は
旨
の
異
体
字
で
上
に
日
。
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曰
他
出
な
ら
ば
是
非
な
し
。
見
る
所

ソ
ク足
カ下
ト
ン頓
サ
イ才

有
り
一
話
を
試
ん
と
云
小
僧
曰

ダ
ク諾

〳
〵々

三
界
も
シ
ユ須
ミ彌
も
シ四
シ
ウ州
も
打
込
て
ノ
ン咽
ド喉
に
さ
へ
す
ド
ン
キ
ヤ
ク

呑
却
の
僕
な
り
モ
ン問
ダ
ウ答
ノ
ゾ望
ま
ば

法
堂
へ
廻
れ
と

イ
フ云

旅
僧

オ
ホ
ヒ大

に
イ
キ
ト
ホ

憤
り
憎
き
小
僧
め

オ
ノ己

れ
一
話
に
道
塲
を
蹴
破
り

ク
レ呉
ん
と
。
其
勢
ひ
列
風
の
如
く
法
堂
さ
し
て
タ
ケ猛
り
行
く
。
師
僧
之
を
聞
て
大
に
窮

し
。
毛
を
吹
き

キ
ズ疵
を
モ
ト
ム求
る
小
僧
何
と
今
更
シ
ヨ處
チ

　
置
も
な
く
。
キ
ヨ
ク
テ
ン

跼
天
セ
キ踏
チ地
戰
キ
ヨ
ウ
〳
〵

競

（々
テン

ニ
セ
グ
ク
マ
リ

　チ
ニ
ヌ
キ

ア
シ

　オ
ノ
ヽ
キ
オ
ソ
レ

）。
ヒ
ソ
カ竊
に
耳
を
法
堂
に
テ
フ貼
し
て
事
の
状
を
聞
く
小
僧
は
ガ
ウ毫
も
オ
ソ怖

る
ゝ
色
な
く
。
意
氣
揚
々
と
中
央
の
襌
椅
に
腰
を

ヤ
ス安
ん
じ
て
師
僧
の
シ
ユ麈
ビ尾
を
シ
ヤ斜
に

構
へ
天
上

テ
ン天
ゲ下
唯
我
独
尊
。
疑
問
残
ら
ず
持
ち
キ
タ来
れ
と
イ
ハ云
ぬ
ば
か
り
に
師
の
坊
の

ケ
イ警
ガ
イ咳
ヨ
ウ容
ギ儀
シ
ヤ冩
シ
ン真
し
て
待
つ

マ間
遅
し
と

カ彼
の
旅
僧
来
り

ス
ヽ
ン進

て
小
僧
に
向
ひ
。
普
通
問
答
陳
腐
（
フ
ル
ク

サ
シ

）な
り
。

マ先
づ
ナ
ニ浪
ハ華
ヅ津
の
ソ
レ
ガ
シ
シ

某
氏
著
書
に
載
せ
た
る
無
理
問
答
ア
ン
シ
ヨ
ウ

暗
誦
せ
ん
も
亦
一
興
。
我
れ

問
ふ
汝

コ
タ
ヘ答
ん
や
小
僧
笑
て
何
事
を
尋
る
や
ら
と
思
ひ
し
に
ナ
ニ浪
ハ華
ミ土
ヤ
ケ産
の
洗
濯
カ乎

諳
誦

モ
ト固
よ
り
覺
え
あ
り
汝
問
べ
し
ス
ミ
ヤ
カ
速
に
答
ク
レ呉
ん
と
麈
尾
を
取
り
左
右
ホ
ツ拂
又
一
ホ
ツ拂

す
。
旅
僧

ス
ヽ
ン進
で
ト
フ問
て
云
ウ虚
ソ言
を
ツ
ク發
を
鉄
砲
と
い
ふ
は
イ如
カ何
に
。
答
て
イ
フ曰
マ真
コ
ト言
を

シ
ン真
ケ
ン劔
と
イ
フ云
が
如
し
。
銭
を
オ御
ア
シ脚
と
イ
フ
ハ云
イ如
カ何
ん
一
文
づ
つ
ハ
ツ脱
す
を
ワ
ラ
ジ

草
鞋
と
イ
フ云
が
如

し
。
天
に

ハ
ヽ
キ
ボ
シ

箒
星
と
は
イ如
カ何ヾ
。
地
に
ソ
ラ空
マ
メ豆
あ
る
が
如
し
。
ハ
ゲ
ア
タ
マ

〓

頭
11
を
ヤ藥
カ
ン罐
と
云
は

イ如
カ何
ニ
尻
を
オ御
カ
マ釜
と
云
が
如
し
。
六
角
な
し
て
も
八
方
と
云
は
イ如
カ何
に
。
四
角
な

れ
ど
も
三
方
と
云
が
如
し
。

ウ
チ内

の
カ妻ヽ

を
山
の
神
と
い
ふ
は
如
何
。

コ兒
ド
モ童

を
マ
ツ末
シ
ヤ社

と

云
が
如
し
。
鳥
の

ス
マ栖
ぬ
時
も
鳥
居
と
云
は
如
何
に
。
一
文
投
げ
て
三
錢
と
云
が
如

し
。
遊
女
を

ク苦
ガ
イ界
と
云
ふ
は
如
何
に
。
坊
主
に
五
戒
あ
る
が
如
し
。
ア
マ
傘
を
か

ら
傘
と
云
は
如
何
に
。
一
度
着
て
も
三
度
笠
と

イ
フ云
が
如
し
。
田
舎
に
キ
ヨ
ウ
ハ
シ

京
橋
あ
る

は
如
何
に
。
京
に

カ
ラ唐
ハ
シ橋
あ
る
が
如
し
。
金
持
を
ダ
イ大
カ
イ海
と
云
は
如
何
に
。
貧
乏
人
を

さ
ん
す
い
と
云
ふ
が
如
し
。

ア
ヅ
キ

小
豆
に

ダ
イ大
ナ納
ゴ
ン言

と
云

ク
ラ
ヰ位

は
如
何
に
。
鳥
に

ゴ五
ヰ位
サ
ギ鷺

あ
る
如
し
。
自
慢
す
る
を
天
狗
と
云
ふ
は
如
何
に
。

ナ
マ生
モ
ノ物
シ
リ識
り
を
仙
人
と
云
ふ
が

如
し
。
貧
乏
な
内
に
火
の

フ
ル降
と
云
は
如
何
に
。
シ
チ質
モ
ツ物
の
流
る
ゝ
が
如
し
。
土
に
ハ
ヘ生

へ
ね
ど
も
矢
の
根
と
は
如
何
に
。
弓
に

ツ
ル弦
あ
る
が
如
し
。
源
五
郎
フ
ナ鮒
と
名
付
る
は

如
何
に
。

ゴ
ン権
ベ兵
イ衛
蒟
蒻
と
云
が
如
し
。
裾
は
ひ
ら
付
ど
も
肩
び
ら
と
云
は
如
何

に
。
足
を

ヌ
ク拭
ふ
て
も
手
拭
ひ
の
如
し
。
ミ
ネ峰
イ
リ入
も
せ
ぬ
修
験
者
を
山
伏
と
云
は
如
何

に
。
出
家
な
が
ら
家
に
寝
る
が
如
し
。
一
年
を
三
百
六
十
日
と
云
ふ
は
如
何
に
。

九
十
六
文
を
百
文
と
云
ふ
が
如
し
。
水
を

ワ
カ沸
す
に
湯
を
ワ
カ
ス沸
と
云
は
如
何
に
。
米

を
焚
き
て
飯
を

タ
ク焚

と
云
が
如
し
と
云

　
　
云
。

諳
誦
の
答
へ
流
水
の
如
し
旅
僧
感
じ
入
り
。

シ
カ然
ら
ば
無
理
問
答
は
シ
バ
ラ暫
く
オ措
き

ウ有
リ理
問
答
を
せ
ん
と
云
小
僧
曰
無
理
カ乎
有
理
乎
ハ
タ将
ナ
ス
ビ

茄
子
乎
何
な
り
と
も
汝
が
望
む

所
に

シ
タ
ガ隨
は
む
。
キ機
ゲ
ン玄
ス
ウ樞
を
テ
ン轉
じ
て
青
天
に
電
を
激
し
。
マ
ナ
コ眼
シ
ク
ワ
ウ

紫
光
を
含
で
白
日
に

星
を
見
る
。

ゴ悟
ダ
ウ道
の
我
々
形
セ
ウ小
な
と
侮
る
な
山
椒
小
粒
で
も
ひ
り
ゝ
と
辛
く
。
針

は
細
と
も
縦
に
は
呑
め
ぬ
。

キ
タ来
れ
々
々
と
麈
尾
取
り
直
し
左
右
ホ
ツ拂
す
る
一
ホ
ツ拂
す
旅

僧
す
ゝ
ん
で

ト
フ問
て
い
は
く
有
機
タ
イ體
無
機
體
の
サ差
ベ
ツ別
如
何
答
て
曰
有
機
體
は
ソ
ノ其
シ
ツ質
フ不

ト
ウ同

の
物
よ
り

ガ
フ合
セ
イ成

し
て
其
體

マ
ロ
キ圓

也
。
無
機
體
は
其
質
同
種
の
者
よ
り
。
合
成
し

て
其
體

ケ
タ方
な
り
。

又
問
ふ
同
種
中
其
形

カ
ク各
々
個
々
の
別
あ
る
は
如
何
。
答
て
云
是
れ
物
の
性
な
り

タ
ト
ヘ

假
令
ば
植
物
は
ス蓮
の
葉
の
丸
く
ハ芭
セ
ウ蕉
葉
の
長
く
松
の
葉
の
細
き
か
如
く
オ
ヨ
ソ凡
花
シ
シ
ヨ
ウ

枝
上

に
咲
は
常
な
れ
ど
性
に

ヨ
ツ因
て
其
花
の
枝
に
在
ら
さ
る
者
も
あ
り
。
ト
ウ登
タ
カ高
ジ自
ヒ

　
卑
12
の

シ
ヨ書
チ
ウ中
に
は
。
ミ
ツ密
ク
ハ果
は
ジ
ツ實
中
に
花
咲
き
ケ
ツ
キ

蕨
箕（
シ
ダ　

）は
エ
ウ葉
ハ
イ背
に
花
咲
き
。
一
葉
は
ト
チ
ユ
ウ

土
中

に
花
咲
き
。

タ
ケ蕈
ル
ヰ類

は
笠
の
裏
面
に
花
の
咲
き
。
又
性
質
に
因
る
時
は
。
葉
に
運
動

11

〓

は
禿
の
当
て
字
で
一
に
九
。

12

村
松
良
粛
著
の
『
登
高
自
卑
』（
明
治
五
年
出
版
）。
一
話
で
も
登
場

し
た
。
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を
起
す
あ
り
。

ガ
フ
ク
ハ
ン
サ
ウ

合
歡
草
や

ハ
ク怕
シ
ウ羞
サ
ウ草

又
ア亜
メ米
リ利
カ加

の
タ
ク澤
チ
ウ中

に
草
あ
り
。
其
葉
の
上

に
カ
フ蛤
コ
ク殻
の
如
き
者
あ
り
。
リ
ヨ
ウ
コ
ク

両
殻
の
中
に
ス
ウ數
モ
ウ毛
是
れ
あ
り
て
。
ブ
ン蚊
ヨ
ウ蠅
之
に
フ觸
る
時

は
。

ガ
ウ合

し
て
殺
し
其
外
に
。
花
は

ニ
ツ日
キ輝

に
シ
タ
ガ隨

ふ
て
。

ニ
ツ
シ
ユ
ツ

日
出
東
。

ゴ午
ジ時

南
。

ニ
ツ日
ホ

〓

西
へ
13
と
傾
く
は
。
セ
イ性
ブ
ン分
な
れ
ど
中
に
ツ就
き
。
イ
チ
ジ
ル
シ
著
し
き
は
カ
ウ向
ジ
ツ日
キ葵
。
シ
ウ聚
セ
イ成
ク
ハ花

な
り
又

ス
ヘ凡
て
。
花
の
シ
ヤ謝
し
な
ば
ク
ハ果
ジ
ツ實
を
ば
。
結
ぶ
は
常
な
り
去
り
な
か
ら
。
其
成

熟
の

チ遲
ソ
ク速

あ
り
。

タ
ト喩

へ
ば

コ格
ル爾
シ悉
キ究
ム母

の
ル
ヰ類

。
七
月
花
は
開
け
共
。

メ
イ明
ネ
ン年

三
四

月
に
其

ミ實
始
て
熟
し
ハ
ミ榛
は
ト
ウ冬
ゲ
ツ月
ジ
ウ

〓

イ

　

〓

（
エ
ノ

コ
ロ

）14
生
じ
。
明
年
の
秋
に
至
て
始
め
て
熟

し
。
又
凡
て
種
子
の

シ
シ
ツ
チ
ユ
ウ

子
室
中
に
在
る
。
其
カ
ズ數
少
き
者
は
イ
チ一
ニ二
リ
フ粒
多
き
者
は
ハ
カ量
る
へ

か
ら
ず
。

エ
ン
ソ
ウ

　

烟
草
15
の
ミ子
は
イ
ツ
サ
ク

　

一〓
16
に
凡
そ
四
萬
粒
あ
り
。
ア
ウ
ゾ
ク

　

罌
粟
17
の
ミ子
は
イ
ツ一
サ
ク

〓

に
凡
そ
三
萬
二
千
粒
。
芭
蕉
の
ミ子
は
イ
ツ一
カ
ク核
に
八
千
粒
あ
り
と
云
植
物
種
子
の
ド土
に

入
ら
ず
。

セ
イ生
キ機
ソ
ン損
ハ
イ敗
せ
ざ
る
者
。
ス
ウ菘
ソ蔬
の
ル
ヰ類
は
三
四
年
。
ク
ハ
キ
ヨ

　

萵
苣
18
五
六
年
ト
ウ豆
ク
ワ瓜

の
る
い
は
十
年
。

ム
ギ麥
類
は
数
百
年
を
ば
フ

〓

る
と
て
も
。19
生
機
損
敗
せ
ず
と
云
ひ
。

水
陸
両
間
住
む
性
を
。
得
た
る

キ龜
ダ蛇
あ
り
。
タ
ン淡
ロ歯
ス
イ水
共
に
其
性
保
つ
者
。
ロ
ギ
ヨ
マ
ン

　

鱸
魚
鰻

20
等
の
如
き
あ
り
。
ト
ウ冬
ジ時
土
中
に
チ
ツ蟄
フ
ク伏
し
。
食
も
要
せ
ず
且
つ
呼
吸
セ為
ざ
る
に
似

た
る
者
。

ジ
ャ蛇
カ
ツ蝎
ガ蝦
マ蟆
の
如
し
と
ぞ
。
載
せ
て
あ
る
な
り
。
又
大
小
を
論
す
れ
ば
象

と
鯨
と

ダ駝
テ
ウ鳥

と
の
大
に
し
て
。

ブ
ン蚊
バ
ウ虻
モ
ウ

〓

21
の
小
な
る
が
如
く
。
其
他
冷
血
温
血
の

差
あ
る
。
白
血
赤
血
の
別
あ
る
。

シ
ユ竪
カ
ウ行
オ
ウ横
コ
ウ行
の
イ異
あ
る
。
飛
揚
イ
ウ游
セ
ン潜
リ
ン鱗
カ
イ界
毛
羽
の

サ
ウ相
ヰ違

ま
で
。
皆

ソ
ノ其
セ
イ性

に
因
ら
ざ
る
な
く
。
其
性
の
同
じ
か
ら
ざ
る
所
な
り
。
又
自

か
ら
其
形
異
な
ら
ざ
る
を
得
さ
る
な
り
。

図 2：第二話の挿絵と画讃の翻刻。
Fig.2 Figure of the second story. (2)

　
単
　
　
刀
　
　
直
　
　
入
　
　
活
　
　
機
　
　
門
　

　
應
　
　
答
　
　

ク如
　
　
流
レ　

　
フ奪

二　
　
敵
　
　

ヲ魂
一　

　
メ
ヨ
休
レ　

　
フ
ヲ
謂

　
　
小
　
　
僧
　
　
形
　
　

タ
リ
似
レ　

　
ニ豆

　

　
寸

　
　
心

　
　
胸

　
　
裏

　
　

ズ転
二　

　
乾

　
　

ヲ坤
一　

又
問
ふ
ケ
タ
モ
ノ
獸
の
眼
は
暗
夜
も
キ
ウ窮
せ
ず
然
る
に
人
は
萬
物
の
レ
イ靈
に
し
て
。
カ
ヘ
ツ反
て

暗
夜
は

メ
ク
ラ盲
の
如
し
。
此
理
如
何
ん
答
ふ
是
れ
亦
物
の
性
な
り
天
の
物
を
生
ず
る

イ
ツ一
な
ら
ず
。
オ
ノ
〳各〵
長
ず
る
ト
コ
ロ

　

處
あ
り
シ
カ
フ而
し
て
人
は
ス
ナ
ハ
チ
則
其
靈
の
オ
ホ
キ多
を
得
る
者
な

り
。

モ若
し
物
の
長
ず
る
ト
コ
ロ處
の
み
を
ト
リ取
て
比
較
せ
ば
人
ナ
ホ猶
及
は
ざ
る
所
多
し
。
鳥

の
ト
ブ飛

に
オ
ケ於

る
獸
の
走
る
に

オ
ケ於

る
ウ
オ魚

の
游
ぐ
に
於
る
。
猫
の
鼠
に
於
る
。
鷹
の
鳥
に

於
る
。
犬
の

ヌ
ス
ヒ
ト
盗
に
於
る
。
ニ
ハ
ト
リ
鶏
の
時
に
於
る
。
ル
ヰ類
の
如
き
。
人
も
亦
及
ば
ざ
る

13

〓

は
日
に
甫
。
夕
暮
れ
の
意
。

14

〓
〓

は
草
か
ん
む
り
に
柔
の
文
字
と
、
草
か
ん
む
り
に
夷
。
茅
の
芽

の
意
。

15

烟
草
＝
煙
草
。

16

〓

は
く
さ
か
ん
む
り
に
朔
。

17

罌
粟
＝
ケ
シ
。

18

萵
苣
＝
チ

シ
ャ
（
キ
ク
科
の
野
菜
）。

19

〓

は
歴
の
異
体
字
。
厂
林
心
（
へ
る
）
＝
経
過
す
る
。

20

鱸
＝
ス
ズ
キ
。

21

〓

は
小
さ
な
蚊
を
表
す
虫
に
蒙
。

22

合
信
（B

enjam
in

H
obson,1816-1873

）
著
、
陳
修
堂
同
撰

『
全
體
新
論
』（1857

）。
中
国
に
初
め
て
西
洋
解
剖
学
を
伝
え
たH

obson

が
書
い
た
医
学
書
の
邦
訳
。
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所
ミ
ナ皆
モ
ノ物

の
性
な
り
。

ソ
モ
ソ
モ

抑
ジ
ウ獸

の
眼
は

リ
ン燐
シ
ツ質

多
き
に
因
て
映
寫
敏
捷
の
説
あ
り
。
然

り
と
云
と
も

ケ
モ
ノ
メ

獸
眼
と
て
も
ヒ白
ル晝
の
如
く
明
朗
な
ら
ざ
る
は
モ
ト固
よ
り
に
し
て
。
タ
ダ唯
人

よ
り
も
映
寫
の
敏
な
る
の
み
。
且
つ
又

ザ
ウ造
ク
ハ化

萬
物
に
眼
を

フ賦
ヨ與

す
る

オ
ノ
〳各〵
タ
ガ
ヒ

差
別（
サ

　

ベツ

）あ
り
。
ハ
ブ合
シ
ン信
先
生
著
述
な
る
ゼ
ン
タ
イ
シ
ン
ロ
ン

　

全
體
新
論
22
説
く
通
り
。
キ
ン
ジ
ユ
ウ

禽
獸
リ
ン鱗
カ
イ界
コ
ン昆
チ
ウ蟲
の
目

に
は

ヘ
イ平
ト
ツ突
ナ
ン
カ
ウ

　

軟
硬
の
。
差
別
の
有
て
。
又
水
に
在
り
山
に
在
り
雲
に
入
り
土
に
入

り
。
極
め
て
大
な
る
極
め
て
小
な
る
。

ヒ
ル晝
イ
ヅ出

る
物
夜
出
る
物
の
同
じ
か
ら
ず
。
造

化
主

ヒ
ト
シ均
く
イ
チ一
ダ
イ大
ハ
ン範
を
以
て
之
を
造
れ
る
其
中
に
。
大
同
小
異
は
之
あ
つ
て
。
各

ソ
ノ其
ヤ
ウ用
に
合
は
し
む
る
。
猫
虎
の
類
は
チ
ウ晝
フ
ク伏
ヤ
シ
ユ
ツ

夜
出
ド
ウ瞳
ニ
ン人
チ
ヤ
ウ
シ
ユ

長
竪
ジ
ヨ
シ
ユ
ク

舒
縮
し
て
コ
ウ光
キ輝
を
ウ
ツ冩

す
者
故
に
鏡
の
如
く

マ
ロ圓
き
時
。
イ
ト絲
の
如
く
細
き
時
あ
る
な
り
。
牛
や
馬
の
類
は
平

原
ク
ワ
ウ
ヤ

曠
野
を
見
る
一
途
故
に
瞳
人
横
長
し
。
ウ
サ
ギ
ネ
ツ
ミ

兎
鼠
は
マ
ヘ
ウ
シ
ロ

前
後
観
る
へ
き
タ
メ為
に
モ
ク目
セ
イ晴

は
。

タ
カ高
く
突
き
イ
ヅ出
。
シ
ユ
ウ
ゼ
ン

　

鰍〓

（
ド
ジ
ヨ
ウ

　ウ
ナ
ギ

）23
は
能
も
デ
イ泥
ト土
に
入
る
故
に
。
眼
目
ク
ワ
イ外
に

ケ
ン
ト
ウ

　

堅
罩
24
を
備
へ
て
エ衛
コ固
し
。
其
外
に
キ
ヨ魚
モ
ク目（
ウ
ヲ

モ
ク

）は
ヘ
イ平
に
セ
フ

　
睫
（
マ
ツ

ゲ

）は
な
く
。
タ
マ珠

は
堅
固
に
之
あ
つ
て
水
に
宜
し
く

ヨ
ウ鷹
セ
ン

〓

（
タ
カ

　
　

ハ
ヤ
ブ
サ

）25
は
高
く
雲
外
飛
揚
し
て
フ俯
し
て

地
上
の

ヒ微
ブ
ツ物
を
ば
ウ
カ窺ヾ
ひ
見
て
は
又
も
ヨ能
く
シ嘴
ブ
ン吻
の
間
に
近
視
す
る
。
ゲ
イ鯨
ギ
ヨ魚
は
目

底
コ
ク殻
ケ
ン堅
コ
ウ厚

故
ニ

シ
ン深
エ
ン淵
マ
ウ猛
ト
ウ濤

の
ウ
チ中

ニ
入
り
て
も
目
を
撃
た
ず

ス
ベ総

て
萬
物

ソ
レ夫

々
に
其
性

宜
く
得
た
る

ウ
チ中
唯
ジ
ン人
モ
ク目
の
見
識
を
ト
ツ資
て
善
惡
別
ち
つ
ゝ
。
今
を
ミ覧
カ
ツ且
は
イ
ニ
シ
ヘ
古
に
ヒ
ロ廣

き
は
他
類

ヒ比
ギ擬
出
来
る
所
ぞ
な
し
と
載
せ
ら
る
ゝ
ゲ實
に
明
見
の
示
し
な
り
。

又
問
ふ
獸
に
月
経
の

ダ
ン断
し
て
無
き
は
是
れ
如
何
。
答
ふ
是
亦
物
の
性
に
し
て
。

タ
ト
ヘ

假
令
ば
人
に
ガ
イ咳
ソ
ウ嗽

26
は
あ
れ
ど
も
鳥
獸
疾
病
に
咳
嗽
キ稀
セ
ウ少
な
る
如
く
月
経
な
し
に

ハ
イ胚
タ
イ胎
を
す
る
も
固
有
の
性
な
ら
ん

旅
僧
は

ナ
ホ猶

も
氣
を

ノ
ボ上

し
。
有
理
問
答
も
亦
勝
て
ず
唯
此
上
は
無
言
に
て
形
状
の

み
の
問
だ
ふ
し
小
僧
に

コ
ン困
ク苦
さ
せ
ん
ぞ
と
小
僧
に
向
ひ
此
上
は
無
理
有
理
共
に

勝
負
な
し
。
無
言
問
答
是
れ
如
何
に
小
僧
笑
て
無
言
乎

ウ有
ゴ
ン言
ウ
ツ

〓

27
コ
ン金
カ乎

。
オ
ウ黄
カ乎

。

赤
白
紫
緑
黒
。
五
色
の
息
を
吹
き

イ
ダ出
し
チ智
ノ
ウ嚢
残
ら
ず
ヒ
ル
ガ
ヘ
飜
し
。
無
言
問
答
モ
チ持
キ
タ来
れ

と
泰
然
と
し
て

イ
ツ一
ボ
ツ拂
す
。
旅
僧
ス
ヽ
ン進
で
両
手
な
る
オ
ホ拇
ユ
ヒ指
と
ヒ
ト
サ
シ
ユ
ビ

次
指
を
ば
丸
め
つ
ゝ
。

如
何
と
い
ふ
の
風
情
あ
り
小
僧
両
手
を
手
一
杯
伸
し
て
丸
く
輪
に
し
つ
ゝ
。

カ
ツ喝
と

ト
ナ
フ唱
る
風
情
あ
り
。
旅
僧
重
ね
て
三
本
の
指
を
イ
ダ出
せ
ば
悟
れ
る
小
僧
。
直
ち
に
指

を
五
本
出
す
。
旅
僧
悟
り
て
一
本
の
指
出
す
。
小
僧
左
右
の
両
手
に
て
両
眼

ゲ下
ケ
ン瞼

28
を
ム剥
き
イ
ダ出
し
ダ
イ大
カ
ツ喝
イ
ツ一
セ
イ聲
ク
ワ
フ加
れ
ば
。
旅
僧
ビ
ツ驚
ク
リ愕
キ
モ
ヲ
ケ

消
膽
し
。
猫
に
オ
ハ逐
る
ゝ
鼠
の
如

く
雲
を
霞
と

タ
ウ逃
ト
ン遁
す

師
僧

ス
カ透

さ
ず
走
り
入
り
。
小
僧
を

マ摩
ブ撫

し（
ナ
テ
マ

ハ
シ

）タ
ン
シ
ヤ
ウ

歎
賞
し
。
汝
の

キ竒
サ
イ才

感
ず

べ
し
。

ゼ
ン前
ジ時
問
答
ク
ア
ツ
ハ
ツ

活〓

29
チ地
イ
フ謂
べ
し
ゼ
ン襌
キ機
徹
底
と
。
セ世
ジ
ン人
汝
を
イ
マ今
イ
ツ一
キ
ウ休
或
は
ソ祖

シ師
の
再
来
と
ト
ナ
フ唱
る
者
も
キ
ヨ虚
カ假
な
ら
ず
。
無
理
有
理
問
答
イ遺
ロ
ウ漏
な
し
。
コ
ト殊
に
無
言

の
ホ
ウ法
セ
ン戰
に
旅
僧
は
両
手
の
二
シ指
丸
め
。
突
出
す
シ
ユ主
イ意
は
。
日
月
は
如
何
と
問
ひ
し

者
な
ら
ん
然
る
に
汝
十
分
に
左
右
両
手
を

マ
ル圓
カ
タ形
に
。
開
き
廣
げ
て
限
り
な
く
コ
ウ廣
ダ
イ大

ム無
ヘ
ン邉
の
輪
を
な
し
て
答
ふ
る
主
意
は
。
日
月
は
ナ
カ中
々
左
様
の
小
で
な
し
。
月
は
直

径
二
千
一
百
六
十
里
の

オ
ホ
キ大
さ
有
て
地
球
を
ば
二
十
四
萬
里
離
れ
た
り
日
は
地
球

の
直
径
の
殆
ん
ど
八
千
里
も
あ
る
に
。
一
百
三
十
萬
倍
の

オ
ホ
キ大
さ
有
て
。
地
球
を

ば
離
る
ゝ
九
千
五
百
萬
里
中
々
両
指
を
丸
め
た
様
な
小
き
事
で
は
な
き

ワ
ケ譯
を
両
手

輪
に
し
て
答
へ
し
な
ら
ん
。
次
に
旅
僧
が
三
本
の
指
を
突
出
す
其
主
意
は
三
千
世

界
の
問
ひ
な
ら
ん
。
然
る
に
汝
答
へ
に
は
三
千
世
界
の
遠
き
事
知
る
よ
り
近
き
足

元
の
五
大
州
裏
の
事
知
れ
と
。
五
本
の
指
を
出
せ
し
な
ら
む
次
に
旅
僧
は
一
本
の

指
出
し
一
造
化
の

コ
ウ功
ヨ
ウ用
如
何
と
尋
し
を
。
汝
ス
カ透
さ
ず
両
眼
を
開
き
て
メ
ノ眼
ウ
チ裏
に
在
る

の
意
を
示
す
。
其

ト
ン頓
サ
イ才
に
キ
モ落
ヲ
チ膽
し
旅
僧
は
敗
北
致
し
た
り
。
祖
師
テ
キ適
デ
ン傳
の
ク
ワ
ツ
セ
ン
キ

活
襌
機

23

〓

は
魚
に
善
。

24

罩
＝
魚
と
り
か
ご
。

25

〓

は
鸇
。

26

咳
嗽
＝
せ
き
。

27

〓

は
鬱
の
異

体
字
。

28

瞼
＝
ま
ぶ
た
。

29

〓

は
発
の
旧
字
で
さ
ん
ず
い
に
發
。
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今
月
今
日
唯
今
よ
り
汝
に
心
法
譲
ら
む
と
。

ホ
ツ拂
ス子

を
取
て

ア
タ與

へ
ん
と
す
れ
ば
小
僧

は
テ
ン靦
ゼ
ン然（
キ
ヨ

ロ
リ

）と
師
僧
に
向
ひ
。
吾
師
大
に
誤
れ
り
。
彼
雲
水
旅
僧
メ匹
夫
。
モ
ツ勿
タ
イ躰
な

く
も

ワ
タ
ク
シ

小
弟
を
。

モ
チ餅
ヤ肆

の
丁
稚
と
な
し

オ
ハ了

れ
り
。
師
僧
曰
其
故
如
何
。
小
僧
曰
彼
れ

初
め
両
手
指
を
丸
め
て

セ
ウ小
シ子
に
カ
ク
ノ
ゴ
ト

如
此
き
餅
有
や
と
問
ふ
。
小
子
答
ふ
中
カ々
ク此
の

如
き
小
な
る
餅
に
あ
ら
ず

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ

如
此
大
な
る
餅
あ
り
と
両
の
手
廣
め
。
シ至
ダ
イ大
無
量
の

丸
き
輪
の
。
形
を
な
し
て

ク愚
ロ
ウ弄
せ
り
。
然
る
に
テ
ノ手
ユ
ビ指
三
本
出
し
て
其
ア
タ
ヒ價
三
分
な

り
や
と
問
ふ
。
中
々
一
二

コ
ク石
丸
め
た
無
類
の
大
餅
。
三
分
や
壹
両
で
ウ賣
ら
れ
る
者

ぞ
軽
蔑
至
極
五
両
々
々
と
五
本
の
指
を
指
出
せ
し
を
。
彼
れ
一
本
の
指
を
出
し
壱

両
に
ま
け
て

ク
レ呉
よ
と
申
す
ゆ
へ
セ
イ小
テ
イ弟
イ
マ忌
イ
マ々

し
さ
の
餘
り
に
て
。
両
眼
の
シ
タ
マ
ブ
タ

下
瞼
を

ム
キ飜
イ
ダ出

し
。

ア
カ赤

べ
い
。

原
素
坊

或
る
家
産
毎
に
セ
イ
チ
ョ
ウ

生
長
を
得
ざ
る
者
殆
ど
ジ
フ十
ジ兒
に
及
ぶ
。
シ
カ
フ而
し
て
又
イ
チ一
ジ兒
を
サ
ン産

す
。
偶
然

ス
コ
ヤ
カ
健
に
し
て
コ呱
コ々（
ホ
ギ
ャ

〳
〵

）と
し
て
泣
く
。
ソ
ノ其
メ妻
其
ヲ
ツ
ト夫
を
呼
て
イ
フ曰
我
等

不
幸
に
し
て
産
毎
に
皆
死
し
。

ジ寺
ソ
ウ僧
の
手
を
へ經
さ
る
な
し
。
今
戒
名
に
換
へ
て

ゾ
ク
シ
ヨ
ウ

俗
稱
を
託
せ
ば
反
對
縁
義
を
以
て
ワ
ザ
ワ
ヒ
禍
を
轉
じ
て
サ
イ
ワ
ヒ
福
と
な
し
。
ワ
カ
ジ
ニ
夭
を
變
じ

て
コ
ト
ブ
キ
壽
を
得
る
の
機
轉
を
得
ま
し
き
に
非
ず
。
ス
ミ
ヤ
カ
速
に
タ
ン檀
ジ寺
へ
行
き
通
称
を
乞
は

る
べ
し
と
。

夫
諾
し
て
寺
に
行
き
師
僧
に
對
し
て
。
妻
の

ブ
ン分
ベ
ン娩（
ア
ン

サ
ン

）を
述
べ
シ
グ
ワ
ン

志
願
の
キ義
あ

り
と

イ
フ云

。
寺
僧

ソ
ツ卒
ゼ
ン然

聞
損
じ
。
例
の

ワ
カ夭
ジ
ニ死

と
推
量
し
。

ソ
ノ
コ
ト
バ

其
詞
の
未
だ
終
る
を
待

ず
。

サ
テ扨
々
ソ
レ夫
は
氣
の
毒
セ
ン千
マ
ン萬
又
戒
名
を
頼
む
と
か
委
細
承
諾
致
し
た
り
。
定
め

て
シ
ウ
チ
ヤ
ウ

愁
腸
察
し
入
る
。
然
り
と
イ
へ云
ど
も
。
諸
行
無
常
泡
沫
夢
幻
の
浮
世
な
り
ア
キ明
ら

め
タ
マ玉

へ
。
古
歌
に
「
引
寄
せ
て
結
べ
ば
柴
の

イ
ホ
リ庵
（
マ
マ
）

に
に
て

ト
ケ解

れ
ば
元
の
野
原
な
り

け
り
。」
又
「
引
寄
せ
て
結
ば
ぬ
柴
の
庵
か
な

ト
ケ解
さ
る
内
も
野
原
な
り
け
り
。」
ま

た
「
有
と
い
へ
ば
有
と
や
人
の
思
ふ
ら
む
こ
た
へ
て
も
な
き

ヤ
マ山
ヒ
コ彦
の
コ
ヘ聲
。」
又
「
無

し
と
い
へ
ば
無
し
と
や
人
の
思
ふ
ら
ん
答
へ
も
ぞ
す
る
山
彦
の
声
」
な
ぞ
。

イ
ツ何
れ

も
有
無
を
離
る

シゝ
ヨ
ウ
テ
キ

證
的
に
し
て
。
ザ
ウ造
ク
ハ化
の
本
源
を
評
す
る
も
の
。
古
歌
の
「
闇

の
夜
に
鳴
か
ぬ

カ
ラ
ス烏
の
聲
聞
ば
生
れ
ぬ
先
の
父
ぞ
戀
し
き
」
と
云
も
コ爰ヽ
の
事
。
水

起
り
て
波
と
な
り

コ
ツ凝
て
氷
と
な
り
又
元
の
水
に
キ歸
す
。
萬
物
空
氣
よ
り
生
じ
又
空

氣
に
歸
す
。
太
古
よ
り

ガ
ウ毫
も
増
減
な
し
。
今
目
前
の
風
雲
雷
雨
ム霧
ロ露
サ
ウ霜
セ
ツ雪
コ
ト
〳悉〵
く

コ是
れ
造
化
の
變
體

コ古
オ
ウ往
コ
ン今
ラ
イ来

多
少
な
し
。
死
生

シ
ウ聚
サ
ン散

真
に

タ
マ
キ環

の
端
な
き
か
如
し
。

何
ぞ
深
く
歎
く
べ
け
ん
や
。
青
々
緑
竹

ハ
ン般
ニ
ヤ若
に
ア
ラ
ザ非
る
な
く
燦
々
た
る
紅
花
シ
ン真
ニ
ヨ如

に
あ
ら
ざ
る
な
し

ハ
ジ
メ初
あ
れ
ば
終
り
あ
り
。
生
あ
れ
ば
死
あ
り
。
時
去
り
時
キ
タ
ツ来
て

一
元
に
歸
す
る
は
天
地
の
常
體
必
ず
愛
惜
に
迷
ひ
心
身
を
損
傷
す
べ
か
ら
ず
と
。

問
は
ず
語
り
の

ハ
ヤ早
ガ合
テ
ン點
オ
ホ
ヒ大
に
ソ齟
ゴ齬
の
カ彼
の
オ
ツ
ト夫
。
コ
ト
バ詞
の
途
切
れ
待
兼
て
コ
ン懇〳
〵々

ゼ
ン然
の
オ
ン御
示
し
一
々
以
て
フ
ク服
ヨ
ウ膺
す
。
然
り
と
云
ど
も
此
度
の
産
兒
男
子
の
其
上
に
コ呱

〳
〵々
ゼ
ン然
と
し
て
ツ
ヽ
ガ恙
な
し
ヨ
ツ困
て
通
稱
長
き
名
を
依
頼
せ
む
為
め
ト
ウ登
サ
ン山
と
キ聞ヽ
て
寺
僧
は

キ
モ膽

を
消
し
。
粗
忽
を

ワ
ビ詫

て
ホ
ン飜
ゼ
ン然

と
コ
ト
バ詞

改
め

ヨ
ロ
コ
ビ

歡
を
述
つ
ゝ
六
十

ヨ餘
原
素
の
名
を

摘
み

ト
リ取
て
。
通
称
に
つ
け
て
や
ら
む
と
。
サ
イ
ワ
ヒ
幸
に
カ
ノ彼
オ
ツ
ト夫
の
モ
チ持
し
扇
を
出
さ
せ
。

寫
し
取
ら
せ
る
長
き
名
は

原
素
坊
々
々
「
ア
ル
ミ
ニ
ゥ
ム
」「
ア
ル
ケ
ン
テ
ゥ
ム
」「
ア
ル
セ
ニ
ゥ
ム
」「
ア

ウ
ル
ム
」「
バ
リ
ゥ
ム
」「
ビ
ス
ム
テ
ゥ
ー
ム
」「
ボ
ロ
ン
」「
ブ
ロ
ミ
ゥ
ム
」「
カ
ド

ミ
ゥ
ム
」「
セ
ジ
ゥ
ム
」「
カ
ル
シ
ゥ
ム
」「
カ
ル
ボ
ネ
ウ
ム
」「
セ
リ
ウ
ム
」「
コ
ロ

ル
ゥ
ム
」「
コ
ロ
ミ
ゥ
ム
」「
コ
バ
ル
テ
ゥ
ム
」「
ク
プ
ル
ゥ
ム
」「
デ
ィ
マ
ミ
ゥ
ム
」
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「
エ
ル
ビ
ゥ
ム
」「
フ
ェ
ル
ヽ
ム
」「
フ
ル
オ
ル
」「
グ
リ
シ
ゥ
ム
」「
ヒ
ド
ロ
ゲ
ニ
ゥ

ム
」「
ヒ
ド
ラ
ル
ギ
ル
ゥ
ム
」「
イ
ン
デ
ィ
ウ
ム
」「
ヨ
テ
ィ
ウ
ム
」「
イ
リ
デ
ィ
ウ

ム
」「
カ
リ
ゥ
ム
」「
ラ
ン
タ
ヌ
ム
」「
リ
テ
ィ
ウ
ム
」「
マ
ン
ガ
ネ
シ
ゥ
ム
」「
マ

グ
ネ
シ
ゥ
ム
」「
モ
リ
ブ
デ
ヌ
ム
」「
ナ
ト
リ
ゥ
ム
」「
ニ
ッ
コ
ル
ゥ
ム
」「
ニ
オ

ビ
ゥ
ム
」「
ニ
ト
ロ
ゲ
ニ
ゥ
ム
」「
オ
ス
ミ
ゥ
ム
」「
オ
キ
シ
ゲ
ニ
ゥ
ム
」「
パ
ル
ラ

デ
ィ
ウ
ム
」「
ホ
ス
ホ
ル
ス
」「
プ
ラ
テ
ィ
ヌ
ム
」「
プ
ル
ム
ブ
ム
」「
ル
ビ
デ
ィ
ウ

ム
」「
ロ
デ
ィ
ウ
ム
」「
ル
テ
ニ
ゥ
ム
」「
セ
レ
ニ
ゥ
ム
」「
シ
リ
シ
ゥ
ム
」「
ス
ト
ロ

ン
テ
ィ
ウ
ム
」「
ス
タ
ン
ヌ
ム
」「
ス
テ
ィ
ビ
ゥ
ム
」「
ス
ル
フ
ル
」「
タ
ン
タ
ル
ゥ
ム
」

図 3：第三話の挿絵と画讃の翻刻。
Fig.3 Figure of the third story. (2)
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ル
ヤ
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ヤ否
　

　
六
　
　
十
　
　
有
　
　
餘
　
　
原
　
　

ノ素
　
　
中
　

「
テ
ル
ビ
ム
」「
タ
ル
ニ
ゥ
ム
」「
ト
ー
リ
ゥ
ム
」「
テ
ィ
タ
ニ
ゥ
ム
」「
ウ
ラ
ニ
ゥ

ム
」「
フ
ァ
ナ
デ
ィ
ウ
ム
」「
ウ
ヲ
ル
フ
ラ
ミ
ゥ
ム
」「
イ
ッ
ト
リ
ゥ
ム
」「
チ
ン
ク

ム
」「
チ
ル
コ
ニ
ゥ
ム
」。

ザ
ウ造
ク
ハ化
タ
ン
ジ
ユ
ン

單
純
ヨ
ウ用
タ太
ラ
ウ郎
。

と
ぞ
附
た
り
け
る
。
カ彼
の
オ
ツ
ト夫
し
た
ゝ
め
終
り
て
オ
ホ
ヒ大
に
喜
び
家
に
カ
エ
ツ歸
て
妻
女
に

マ
フ
シ申
聞
せ
寵
愛
浅
か
ら
ず
。
子
故
に
迷
ふ
親
心
右
と
左
に
附
添
ひ
て
蝶
よ
花
よ
と

育
て
し
か
。

シ
カ
ル然
に
天
幸
コ
ノ此
ジ兒
強
建
に
し
て
七
八
歳
に
至
る
頃
チ
カ
ラ力
は
強
く
キ気
ズ
イ隨
に

他
人
の

セ
ウ小
ニ兒
ウ
チ
タ
ヽ
キ

打
撃
な
し
。
訴
へ
ら
れ
て
両
親
ハ者
。
腰
辯
當
で
シ
ヤ謝
す（
コ
ト

ハ
ル

）ば
か
り
。

或
日
一
童
急
遽
走
り
来
て
大
音
上
。
原
素
坊
々
々
云
云
造
化
單
純
用
太
郎
君
道

路
の
井
の
中
へ
堕
落
し
た
り
、
早
く

キ
タ
リ来
て
救
ひ
玉
へ
と
子
共
心
の
正
直
に
。
長

き
名
の
邪
魔
に
な
る
を
も
厭
は
ゞ
こ
そ
。

ハ
ジ
メ初
よ
り
終
り
ま
て
阿
房
律
儀
に
長
々

し
く
も
呼
び

ト
ナ称
へ
。
時
間
費
し
走
り
行
く
。
母
は
是
れ
聞
き
狂
氣
の
如
く
ト
ン頓
に
狼

狽
（
ウ
ロ

タ
ヘ

）是
も
亦
。
長
き
名
邪
魔
の
思
案
な
く
。
夫
を
呼
て
同
じ
名
を
長
々
呼
て

急
を
告
ぐ
。
夫
も
共
に
狼
狽
し
て

オ
ナ
ジ同
く
長
き
名
を
呼
て
ナ
ニ何〳
〵々
〳
〵々
〳
〵々

何
と
し
た
。

ウ
チ内
の
原
素
坊
云
云
用
太
郎
が
井
の
中
に
堕
落
し
た
と
や
こ
り
や
た
ま
ら
ぬ
と
裾
ヒ
キ引

カ
ラ挑

げ
素
足
で
飛
出
し
韋
駄
天
走
り
矢
の
如
く
。
土
砂
を
蹴
立
て

カゝ
ケ駈

来
り
見
れ
ば

他
人
に
救
は
れ
て
。

サ
イ
ハ
ヒ
幸
通
る
イ醫
シ師
も
あ
り
。
ク
ス
リ藥
モ
ラ
ヒ貰
て
蘇
生
な
す
フ
タ両
オ
ヤ親
ク
ワ
ン
ギ

歡
喜
天

に
滿
ち
三
拝
九
拝
厚
く
謝
す
。
醫
師
は

ケ
イ
ハ
ツ
ゾ
ク
シ
ヨ
ウ

繼
發
續
症
を
防
ん
為
に
セ
ン煎
ザ
イ劑
を
渡
せ
ば

親
は
受
取
て
。
生
姜
は
入
る
か
入
ら
ぬ
か
と
問
へ
ば
生
姜
は
入
ら
ね
ど
も
。

カ
ラ芥
シ子

ヒ
ト一
ツ
マ撮
み
を
入
れ
て
煎
じ
よ
と
云
へ
ば
両
親
大
笑
ひ
世
の
中
多
き
醫
師
な
れ
ど
。
遂

に
芥
子
を
煎
藥
に
入
れ
た
る
事
は

キ
キ聞
ソ初
め
と
カ呵
ヽ々

と
大
笑
す
る
を
見
て
醫
師
は
テ
ン靦

（
キ
ヨ

ロ
リ

）然
ぬ
か
ら
ぬ
顔
30
。
是
れ
々
々
々
親
共
よ
。
さ
う
笑
ふ
て
は
キ
カ利
ん
が
な

30

ぬ
か
ら
ぬ
顔
＝
油
断
の
な
い
顔
つ
き
。
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カ歌
ダ
ウ道

之
ク
ヒ
チ
ガ
ヒ

齟
齬

ヘ
イ
隠
居
さ
ん
御
免
。
誰
じ
や
ワ
タ私
し
。
ワ
タ私
し
て
は
ワ
カ分
ら
ん
ま
あ
ハ這
イ入
れ
。
ハ
イ
ツ

這
入

て
ヲ
リ居
ま
す
。
マ
ア
ア
ガ上
れ
ア
ガ上
つ
て
居
り
ま
す
。
隠
居
イ
デ出
キ
タ来
り
。
ホ
ヽ
誰
じ
や
と
思
へ

ば
ア阿
ホ
ウ房
の
太
郎
か
。
コ
レ是
れ
隠
居
さ
ん
い
つ
ト
テ迚
も
ワ
タ
ク
シ
私
を
ア
ナ
ト侮
り
阿
房
の
太
郎
と
唯

ト
ツ取
た
様
に
申
さ
れ
ま
す
れ
ど
も
ワ
タ
ク私
し
に
は
ど
ゑ
ら
ひ
兄
分
が
有
ま
す
。
隠
居
云

汝
か
兄
分
と
は
ろ
く
な
奴
て
は

ア
ル有
ま
ひ
誰
じ
や
。
ビ
ツ
ク
リ
な
さ
る
な
。
八
幡
太

郎
様
じ
や
。
何
を

イ
フ云

ぞ
モ
ツ勿
タ
イ躰

な
ひ

ば
チ罰

が
ア
タ當

る
。

ソ
ノ其
カ
タ方

と
は
提
灯
に
釣
鐘

オ御
ツ
キ月
サ
マ様

に

ス
ツ
ポ
ン
鼈
。
此
鼈
も
サ
ウ相
ヰ違
に
て
月
と
シ
ユ朱
ボ
ン盆
程
の
相
違
が
あ
る
。
此
鼈
と
朱
盆
の
相
違
で

思
ひ
出
し
た
。

ビ
イ硝
ド
ロ子
を
サ
カ逆
サ
マ様
に
ツ
ル釣
と
云
タ
ト譬
へ
が
あ
る
が
。
是
も
硝
子
を
櫻
に
釣
る

の
相
違
じ
や

サ
テ扨
ナ
ン
ヂ汝
が
ヤ
ウ様
な
分
ら
ぬ
奴
は
八
幡
太
郎
様
と
番
太
郎
ヨ
シ義
ツ
ネ經
様
と
向
ふ

ヅ
ネ臑
と
同
じ
様
に
心
得
る

オ
ホ大

阿
房
じ
や
。

ソ
レ夫

じ
や
に

ヨ
ツ由

て
手
前
を
饅
頭
屋
の

デ
ツ
チ

丁
稚
と

イ
フ云
は
い
。
ソ
レ夫
ハ者
な
ぜ
で
ご
ざ
る
。「
ア
ン
ツ
ク
」
と
云
事
じ
や
。
隠
居
さ
ん
の
事

を
餅
屋
の
親
父
と
申
し
ま
す
。
何
と
云
ぞ
「
ポ
ン
ツ
ク
」
と

マ
フ
シ申
ま
す
ウ
ダ
〳
〵

い
ふ
な
。
隠
居
さ
ん
此
書
は
何
と

マ
フ申
し
ま
す
。
カ
ン漢
ソ楚
グ
ン軍
ダ
ン談

31
と
い
ふ
書
じ
や
。
ソ
レ夫

は
サ
ゾ嘸
痛
ふ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ウ
。
何
と
い
ふ
ぞ
。
カ
ン疳
ソ疽

32
な
ん
だ
と
オ
ヽ
セ仰
ら
る
ゝ
で
は

コ
ザ
リ
マ
セ
ヌ
か
馬
鹿
を
云
へ
漢
と
楚
と
戰
ひ
の
書
物
し
や
時
に
隠
居
さ
ん
彼
の

百
人
一
首
に
ご
ざ
り
ま
す
る

ユ
キ行
ヒ
ラ平

て
き
さ
ん
は

キ
ツ
ネ狐

で
ご
ざ
り
ま
す
か
。
て
き
さ

ん
と
は

モ
ツ勿
タ
イ體
な
い
。
中
納
言
行
平
様
と
イ
フ云
オ
ン御
カ
タ方
じ
や
。
シ
カ然
ら
ば
奥
様
は
ト土
ビ
ン瓶
の
方

と
マ
フ
シ申
ま
す
る
か
。
阿
房
云
へ
。
ソ
レ夫
で
も
コ
イ
ツ
狐
に
サ
ウ相
イ違
な
い
。
コ
イ
ツ
と
は

勿
體
な
い
な
ぜ
狐
じ
や
。

タ
チ立
ワ
カ別
れ
イ
ナ
バ

因
幡
の
山
の
峰
に
尾
を
振
る
と
あ
る
で
は
ゴ御
ざ

り
ま
せ
ぬ
か
。

ソ
レ夫

は
因
幡
山
の
峰
に

ヲ生ヽ
ふ
る
と
云
事
じ
や
。

ソ
レ夫

で
も
キ
ヤ
ツ
に

マ未

だ
シ
ヤ
ウ
コ

證
處
が
有
る
キ
ヤ
ツ
と
は
勿
體
な
い
そ
り
や
な
ぜ
じ
や
「
待
つ
年
キ
カ聞
ば
今
カ
ヘ歸
り

コ
ン
」
と
鳴
く
で
は
こ
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
。
ウ
タ
々
々
云
な
其
様
な
相
違
な
事
を
ヨ
ン讀

だ
ホ
ツ發
ク句
が
有
る
「
ヒ
キ引
ヅ
ル鶴
や
下
駄
と
セ
ツ雪
タ踏
と
は
き
チ
ガ違
へ
」「
コ
カ
ラ
シ

木
枯
の
鼻
ま
て
ト
ホ透
る
涙

か
な
」「

タ
ナ七
バ
タ夕

や
ア
フ
ナ

浮
雲
さ
う
な
る

カ
ン坩
ト
ク徳
リ利

」「
イ
ナ稲
ヅ
マ妻

や
ド
ウ胴
カ
ネ金
イ
リ入

を
落
し
さ
し
。」
な

ど
の

ル
ヰ類
じ
や
オ
ホ大
イ
な
相
違
じ
や

當
時
は

ス
ナ
ハ
チ
則
文
明
開
化
汝
の
様
な
阿
房
で
は
中
々
ト渡
セ
イ世
は
出
来
ま
い
汝
に
學
問

セ
ヨ
と

マ
ウ
シ申
て
も
中
々
容
易
に
す
る
事
で
は
ア
ル有
ま
い
ち
と
シ
キ敷
シ
マ島
の
道
33
で
も
タ
シ
ナ嗜
ん

だ
ら
人
情
も
分
り
。
上
品
の
人
と

ツ
キ附
ア
イ合
出
来
フ
ウ富
キ貴
の
人
の
ヒ
イ贔
キ屓
を
ウ
ケ受
て
ア
ン安
ラ
ク樂
に
暮

さ
せ
ま
い
も
の
で
も
な
い
敷
島
の
道
は
ど
う
じ
や
。
隠
居
さ
ん
敷
島
の
道
へ

フ
ミ蹈
コ
ン込

て
安
樂
に
暮
さ
れ
ま
す
れ
ば
善
は
急
げ
じ
や

コ
ン今
ニ
チ日
よ
り
オ
モ
ム趣
き
ま
す
サ
テ扨
ワ
タ
ク
シ
私
は
ハ
ヂ耻

を
云
は
ね
ば
理
が
聞
え
ま
せ
ぬ
が

ク
ル花
ハ街
の
道
よ
り
ホ
カ外
は
知
り
ま
せ
ぬ
ソ
ノ其
ミ
チ道
御
指
南

下
さ
れ
早
く
敷
島
と
や
ら
云
安
樂
に
暮
さ
れ
る

タ
カ
ラ寳
の
島
へ
ワ
タ
ツ渡
て
安
心
致
し
た

い
。
御
安
い
御
用
じ
や

ロ路
ヨ
ウ用
四
五
両
貸
し
な
さ
れ
。
ド
レ
ヒ
ト一
ハ
シ走
り
と
裾
引
か
ら
げ

タ
チ立
ア
ガ上
る
。
隠
居
は
制
し
て
コ是
れ
々
々
又
し
て
も
世
話
し
な
い
粗
忽
な
阿
房
じ
や
。

太
郎

イ
フ曰
有
り
ヤ
ウ様
の
マ
ン真
ナ
カ中
ト
ヽ
サ左
ヤ
ウ様
ジ
ャ
イ
カ斯
ホ
ト程
見
通
し
の
知
惠
を
モ
チ持
な
か
ら
何
で

天
下
を
取
ら
し
や
ら
ぬ
ぞ
。
隠
居
曰
ウ
ダ
〳
〵
云
な
。

ソ夫
れ
敷
島
の
道
を
云
は
寳

の
島
と
云
様
な
事
で
な
し
。
古
語
に
も
君
子
は
義
に

サ
ト喩
り
セ
ウ小
ジ
ン人
は
利
に
喩
る
と
云

て
ト兎
カ
ク角
汝
は
イ
ヤ賤
し
い
事
に
悟
り
オ居
る
其
上
人
の
物
を
カ借
る
に
御
安
い
御
用
と
ぬ
か

し
ヲ居
る
。
ブ無
遠
慮
な
奴
じ
や
。
先
づ
フ
ク復
ザ坐
し
て
ウ
ケ
タ
マ
ハ
承
れ
。
敷
島
の
道
を
語
り
聞

さ
ん
夫
れ
敷
島
と
い
ふ
事
は

ケ
ダ蓋

し
ニ
ツ日
ポ
ン本

指
す
の

コ
ト言

　神
武
天
皇
天
下
を
ば
定
め
て

大
和

ウ
ネ畝
ビ傍
ヤ
マ山
。
初
め
て
都
定
め
ら
る
和
歌
は
大
和
の
歌
の
略
シ
キ敷
は
大
和
に
カ
ミ上
シ
モ下

31

夢
梅
軒
章
峯
（
湖
南
文
山
）『
通
俗
漢
楚
軍
談
』(1695)

32

疳
は
ひ
き
つ
け
、
疽
は
で
き
も
の
。

33

敷
島
の
道
＝
和
歌
の
道
。
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の
。

シ
キ城

の
マ
ホ
リ郡

の
有
る
故
に
敷
に

ツ
ウ通

す
る
文
字
な
ら
ん
島
は
日
本
全
國
を
指
す

コ
ト
バ詞

に
て
和
歌
と
い
ひ
敷
島
と
い
ふ
名
稱
は

ス
ベ総
て
大
和
に
寄
る
詞
ソ
モ
ソ
モ
抑
和
歌
は
ク
ワ
ウ
コ
ク

皇
國

に
一
種

ビ美
フ
ウ風

の
コ
ク國
タ
イ體

と
な
り
て
。

シ
キ敷
シ
マ島
〳
〵々々

と
い
ふ
は
。

ヒ
ツ
キ
ヨ
ウ

畢
竟
大
和
歌

シ
ヨ
ウ稱

す
る

詞
ヤ八
ク
モ雲
た
つ
出
雲
八
重
垣
の
名
歌
に
始
り
て
其
ト
ク徳
天
地
人
心
を
感
動
す
る
に
至

る
。

ア
ホ
ク仰
べ
し
ト
フ
ト尊
む
べ
し
。
前
に
も
云
如
く
敷
島
の
道
と
云
は
カ歌
ド
ウ道
に
て
タ
カ
ラ寳
の

島
と
云
事
に

ア
ラ非
ず
。
寳
は
田
か
ら
に
て
田
か
ら
オ
ヒ生
イ
ツ出
る
五
穀
の
類
を
サ
シ指
て
云
島
よ

り
イ
ツ出
る
者
に
非
ず
昔
シ
ン秦
の
始
皇
帝
徐
福
に
命
じ
て
長
生
ブ不
シ死
の
ハ
ウ方
を
蓬
莱
方
丈

エ
イ瀛
ジ
ウ州
の
セ
ン仙
タ
ウ島
に
求
む
な
ど
と
云
セ
ツ説
あ
れ
ど
も
徐
福
は
日
本
紀
州
熊
野
に
キ
タ
リ来
て
留

り
死
す
と
云
是
れ
別
に
仙
島
あ
る
に
あ
ら
ず
。
畢
竟
日
本

フ
ニ
ヨ
ウ

富
饒
の
國
を
指
て
キ
タ来
る

な
り
。
世
に

キ鬼
カ
イ界
ヶ
島
と
唱
へ
。
仙
人
島
と
呼
ふ
。
是
れ
皆
キ
ヨ虚
タ
ン誕
に
し
て
ホ
カ外
に
仙

あ
り

キ鬼
あ
る
に
非
ず
、
ソ
モ
ソ
モ
抑
動
物
タ
ン炭
サ
ン酸
ス
イ水
チ
ツ窒
の
四
元
素
を
基
礎
と
し
。
ク
ワ
フ加
る
に

リ
ン
リ
ウ
テ
ツ
セ
キ
ク
ハ
イ
ド

燐
硫
鉄
石
灰
土
等
の
諸
元
素
を
以
て
成
立
せ
ざ
る
な
く
。
其
成
立
大
同
小
異
あ
り

と
イ
ヘ云
と
も
コ
ト
〴悉〵
く
ゾ
ウ造
ク
ワ化
一
大
範
圍
を
モ
ツ以
て
ナ
ラ成
ざ
る
な
く
。
中
に
ツ
イ就
て
人
は
其
シ
ウ秀
を

得
る
者
な
り

キ鬼
と
云
ひ
仙
と
云
者

シ
ン真

に
ア
ル有

べ
き
の
理
な
し
。

キ鬼
は

キ歸
な
り
造
化

シ
ユ
ク
サ
ツ

縮
殺
の
氣
を
指
す
仙
は
サ
ン山
ジ
ン人
な
り
山
林
の
間
ヘ
隠
遁
の
人
を
云
佛
家
の
オ
ニ鬼
と
云

は
ハ
ウ方
ベ
ン便
の
説
な
り
源
頼
光
キ鬼
シ
ン神
退
治
の
説
は
キ
ヤ
ウ
ゾ
ク

強
賊
を
チ
ウ誅
す
る
な
り
ハ
ン般
ニ
ヤ若
面
の
キ鬼

ヂ
ョ女
は
婦
人
の
嫉
妬
を
カ
タ
ド象
る
な
り
。
ア亜
フ非
リ利
カ加
州
コ
ン昆
ロ
ン崙
コ
ク國
の
ク
ロ
ン
ボ

黒
奴
ト
云
は
サ
イ細
ボ
ウ胞
タ
イ體

固
有

コ
ク
シ
ヨ
ク

黒
色
の
液
に
カ係ヽ
る
よ
し
。
別
に
怪
む
に
足
る
者
な
し
。

ソ
モ
ソ
モ
抑
和
歌
の
人
心
を
感
ず
る
や
。
昔
太
田
道
灌
若
年
の
時
カ
リ猟
に
イ
デ出
途
中
雨
に
ア
フ逢

て
民
家
に

イ入
り
ミ
ノ簑
を
カ借
ら
ん
と
す
。
其
家
一
シ
ヨ處
ジ
ヨ女
あ
り
太
田
氏
の
キ貴
ヨ
ウ容
ボ
ウ貌
な
ら
ざ

る
を
し
り
。

ミ
ダ
リ妄

に
コ
ト
バ詞

を
交
へ
ず
山
吹
の
花
一
枝
を
盆
に
載
せ
恭
し
く
之
を

サ捧ヽ

ぐ
道
灌
其
意
を

ゲ解
せ
ず
ア
ウ怏〳
〵々

と
し
て
ク
ワ
ン館
に
カ
エ
ツ歸
て
諸
臣
に
ソ
ノ
シ
ヨ
ウ

其
状
を
語
る
。
一
臣

あ
り

イ
ハ
ク曰

此
女
必
ず
歌
人
に

サ
ム候

ら
は
ん
古
歌
の
「
七
重
八
重
花
は
咲
ど
も
山
吹
の

ミ實
の
一
つ
だ
に
無
き
ぞ
哀
し
き
」
の
語
を
モ
ツ以
て
。
簑
の
無
き
を
ば
風
流
に
返
歌
な

し
た
る
に
ぞ
候
ら
は
ん
と
。

キ聞ヽ
て
道
灌
オ
ホ
ヒ大
に
ハ耻
ぢ
汗
流
れ
て
背
に
ト
ホ

〓

34
り
吾
れ

イ
ヤ
シ
ク
苟
も
一
城
の
シ
ユ主
と
し
て
民
間
の
一
女
子
に
劣
る
と
是
れ
よ
り
フ
ン奮
ハ
ツ發
し
て
和
歌
の

道
を
學
び

オ
ウ奥
シ

〓

35
を
得
た
り

図４：第四話の挿絵と画讃の翻刻。
Fig.4 Figure of the fourth story. (2)
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ナ
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異
　

　
道

　
　
灌

　
　
事

　
　
情

　
　
天

　
　
地

　
　

フ違
　

之
を
セ
ン仙
リ
ウ柳
デ
ン傳
に
評
し
て
「
道
灌
も
金
を
借
せ
か
と
初
手
思
ひ
」
の
句
あ
り
。
道

灌
コ
ウ後
ラ
イ来
チ
ン
ボ
ツ

陳
没
（
ウ
チ

ジ
ニ

）の
時
一
人
槍
を
以
て
道
灌
を
突
き
汝
歌
人
此
に
至
て
一
句
な

34

〓

は
さ
ん
ず
い
に
峡
の
右
側
。
水
が
め
ぐ
る
の
意
。

35

〓

は
上
に
日
。
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き
や
と
云
道
灌

ト
リ取

あ
へ
ず
「

カ斯ヽ
る
時

サ左
こ
そ
命
の
惜
か
ら
め

カ
ネ兼

て
亡
き
身
と
思
ひ

捨
ず
ば
」
の
名
句
を
殘
し

ホ
マ譽
れ
を
セ
ン千
ザ
イ歳
に
ト留ヽ
む
汝
も
和
歌
の
道
を
習
ひ
得
ば
天
地

人
心
を
も
感
動
す
る
に
至
る
べ
し
小
野
の
小
町
は
「

コ
ト
ハ
リ

理
や
日
の
本
な
れ
ば
照
り

も
せ
め
去
り
と
て
は
ま
た

ア
マ天
が
シ
タ下
と
は
」
の
名
句
に
て
雨
を
降
ら
せ
し
と
い
ひ
傳

ふ
畢
竟
是
は
偶
然
又
は

フ
ク
ワ
イ

附
會
の
説
な
る
べ
け
れ
ト
モ共
ウ
タ歌
の
理
オ推
し
は
面
白
し
新
田
義

貞
は

コ
ウ勾
タ
ウ當
の
ナ
イ内
シ侍
に
レ
ン戀
ボ慕
し
て
「
我
袖
の
涙
に
宿
る
影
と
だ
に
知
ら
て
ク
モ雲
ヰ井
の
月

や
澄
む
ら
ん
」
の
名
歌
を

エ
イ詠
し
て
ウ
ツ
キ
ヨ
ウ

鬱
胸
を
ヤ遣
る

　天
子
エ
イ叡
カ
ン感
あ
り
且
つ
其
ジ
ヨ
ウ情
を

憐
ん
で
内
侍
を
賜
ふ
源
頼
政
は
「
登
る
べ
き

ミ
チ道
し
な
け
れ
ば
木
の
モ
ト本
に
シ椎
イ子
を
ヒ
ロ拾

ふ
て
世
を
渡
る
か
な
」
の
句
を
吟
じ
て

サ
ン三
ミ位
を
得
た
り
。
其
他
和
歌
の
人
心
を
感

ず
る

マ
イ枚
キ
ヨ擧
す
へ
か
ら
ず
。
汝
も
和
歌
を
習
ひ
得
ば
又
キ鬼
シ
ン神
を
も
感
し
な
ん
。
民
間

の
女
子
た
り
共
一
城
主
太
田
道
灌
を
感
動
せ
り
と
云

太
郎
は
例
の
早
合
點

ナ何
に
ソ夫
れ
シ
キ式
の
事
は
知
れ
た
事
我
も
山
吹
折
ト
リ取
て
人
を
感

動
さ
せ
て
見
ん
隠
居
さ
ら
ば
と

イ
サ勇
み
た
ち
席
を
蹴
た
て
ハゝ
セ馳
カ
ヘ歸
り
山
吹
一
枝
盆
に

載
せ
人
や
来
る
と

マ
チ待
ヰ居

れ
ど
も

ア
イ生
ニ
ク憎

人
の
影
も
来
ず
太
郎
殆
ん
ど
退
屈
し
意
地
の

ワ悪
る
き
ガ餓
キ鬼
共
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
カ
ド門
へ
イ出
て
門
前
通
る
旅
人
を
呼
て
モ
シ若
々
々
簑

の
御
用
は
ご
ざ
ら
ぬ
か
。
簑
は
入
用

コ之
れ
な
き
や
と
。
問
へ
ば
旅
人
レ
イ禮
を
述
べ
。

御
シ
ン
ジ
ヤ
ウ

深
情
は
カ
タ
ジ
ケ
ナ
辱
し
。
シ
カ
シ併
コ
ン今
ニ
チ日
白
日
晴
天
空
に
一
點
雲
も
な
し
。
簑
に
は
用
事

な
し
と
云
太
郎
ハ
ヱ
ヽ
氣
の
利
か
ぬ
旅
人
か
な
。
是
非
共
簑
借
せ
と
申
さ
る
べ
し

と
シ強
ひ
ツ
ク付
れ
ば
。
旅
人
ア
キ忙
れ
て
是
れ
亭
主
。
キ竒
な
事
を
申
す
人
か
な
。
見
ず
知
ら

ず
の
我
々
に
無
理
強
情
に
物
借
す
と

イ
フ云
さ
へ
ア
ル有
に
。
此
晴
れ
に
。
雨
具
を
無
理
に

借
さ
ん
と
は
。
狂
氣
に
相
違
あ
る
ま
し
と
足
を
早
め
て
走
り
行
く
太
郎
は
終
日
門

前
を

ス
グ過
る
人
を
ば
呼
ト留ヾ
め
簑
を
々
々
と
叫
べ
と
も
テ
ン
シ
ヨ
ク

天
色
セ
イ清
ラ
ウ朗
相
手
な
し
既
に
日

も
暮
れ
夜
に
入
り
ぬ
。
一
人

ウ
チ内

に
入
来
る
足
音
聞
て

オ御
イ
デ出

た
な
と
喜
び
勇
み
待
つ

所
へ
御
無
心
な
か
ら
提
灯
借
し
て

タ
マ玉
は
れ
と
望
め
ば
案
に
相
違
し
て
簑
に
て
は
ゴ御

ザ坐
ら
ぬ
か
定
め
て
簑
の
用
な
ら
ん
と
云
へ
ば
イ
ヘ
々
々
相
違
な
し
提
灯
借
し
て
賜

は
れ
と
望
め
ば
何
と

セ
ン詮
カ
タ方
も
リ
ク
ワ
イ

理
會
も
ツ
キ盡
て
是
非
も
な
く
今
は
イ何
つ
迄
待
つ
べ
き
と

盆
に
載
せ
た
る
山
吹
を
目
八
分
に
持
捧
げ

ウ
ヤ
〳恭〵
し
げ
に
差
イ
ダ出
す
旅
人
一
エ
ン圓
合
点
せ

ず
。
我
々
願
ひ
は
提
灯
な
り
山
吹
所
望
は
致
さ
ず
と
云
へ
ば
太
郎
は

キ
カ聞
ぬ
顔
是
れ

に
て
悟
り
召
さ
れ
よ
と
云
へ
ば
旅
人
不
審
し
て
是
は
御
亭
主
何
の

マ
ジ
ナ
ヒ
咒
に
ソ
ロ候
や
と

云
太
郎
は
腹
を
立
て
ヱ

サゝ
ト
リ悟
の
ワ悪
る
い
貴
公
は
歌
道
に
暗
ひ
な
と
云
ヘ
ば
旅
人

ぬ
か
ら
ぬ
顔
で
知
れ
た
事
「
カ
ド
」
が
暗
ひ
か
ら
提
灯
を

カ借
る
の
さ

馬
之

ア
ト後
ア
シ足

諺
に
イ
フ曰
狂
言
キ綺
ゴ語
も
サ
ン
ブ
ツ
ジ
ヤ
ウ

贊
佛
乗
の
エ
ン縁
と
あ
り
セ
ジ
ヤ
ウ

世
上
サ
カ
ン盛
に
行
は
る
ゝ
演
戯
俳
優
の

ギ技
イ
ツ何
れ
勸
善
懲
悪
の
道
に
ア
ラ
ザ非
る
な
く
善
惡
應
報
ク
ハ禍
フ
ク福
影
響
の
リ理
を
想
像
せ
し
む

コ爰ヽ
に
田
舎
イ
チ一
ガ
ウ豪
カ家
の
老
人
神
社
佛
閣
巡
拜
し
て
都
會
へ
イ
デ出
て
。
市
中
に
て
フ不
ト

〓

36
故
郷
ブ無
ラ
イ頼
の
若
者
馬
鹿
の
名
を
得
る
六
太
に
逢
ふ
老
人
イ
フ曰
コ
レ是
ハ者
珍
し
バ馬
カ鹿
ロ
ク六
で

は
な
い
か
是
は
備
前
屋
の
隠
居
さ
ん
で

ゴ御
ザ坐
り
ま
す
か
ヨ
ウ能
こ
そ
御
登
り
遊
さ
れ
ま

し
た

マ先
つ
御

ケ
ン健
ゴ固

に
て
珍
重
に
御
坐
り
ま
す
隠
居
云
馬
鹿
や
其
方
は
國
元
て
馬
鹿

の
問
屋
と
云
は
れ
た
者

イ
ヘ家
デ出
し
て
か
ら
五
六
年
何
し
て
ヲ居
る
と
案
じ
て
ヰ居
た
に
見

事
ガ

シ
餓
死
（
ウ
へ

ジ
ニ

）も
せ
ず
健
固
で
ヰ居
し
は
不
思
儀
な
事
と
挨
拶
す
れ
ば
馬
鹿
六
は
ぬ

か
ら
ぬ
顔
て
隠
居
さ
ん
。

ワ
タ私
し
を
馬
鹿
六
々
々
と
タ唯ヾ
一
口
に
ノ
タ
マ
へ
宣
ど
も
諺
に
も
云

イ
ツ一
ス
ン寸
の
ム
シ蟲
に
も
五
分
の
魂
五
尺
の
身
に
は
二
尺
五
寸
の
魂
が
有
か
無
か
は
知
ら
ね

36

〓

は
図
（
圖
）
の
異
体
字
で
囗
厶
面
。
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ど
も

イ
ハ所
ユ
ル謂

人
は
萬
物
の
靈
と

ム
マ生

れ
て

ヲ居
る

ワ
タ私

し
馬
鹿
や

ア阿
ハ
ウ房

と
ノ
ヽ
シ詈

れ
ど

カ彼
の
古

歌
に
あ
る
「
浮
き
〳
〵
と
し
た
る
や
う
で
も

ヘ
ウ瓢
た
ん
の
胸
の
あ
た
り
に
シ
メ締
ク括ヽ
り
あ

り
」
と

ヨ讀
み
た
る
句
の
如
く

ア有
ら
ば

ヨ
カ善

ら
ん
。

サ
ン山
ガ
ク嶽
の
ギ嶷
ヽ々
ゼ
ン然
と
し
て
高
き
の
も
。
コ
ウ江
カ河
の
流
れ
ツ盡
き
ず
し
て
。
洋
海
ミ
ツ滿
る
事

な
き
も
空
氣
に
育
つ
動
植
も
水
に

シ
ヤ
ウ生
す
る
魚
族
ま
て
ハ
ン萬
コ古
ツ
キ盡
ざ
る
一
ケ
ン乾
コ
ン坤
造

化
者
流
の
精
巧
を

ウ
ケ禀
て
此
世
へ
來
た
私
。
セ
イ生
リ理
ハ
ツ發
モ
ウ蒙

37
書
中
に
イ
フ曰
先
づ
動
物
を

シ四
ゾ
ク屬
に
ワ
カ分
つ
其
一
を
エ
ウ耀
キ輝
ゾ
ク屬
と
す
。
ポ
レ
ー
プ

剥
麗
布
カ
イ海
セ
イ星
ク
ラ
ゲ

海
月
の
類
コ
レ是
れ
な
り
。
其
二

ク
ワ
ン
セ
ツ
ゾ
ク

關
節
屬
と
す
。
無
血

チ
ウ蟲
ク蜘
モ蛛
カ
ニ蟹
エ
ビ蝦

の
類
是
也
其
三
を

ナ
ン軟
タ
イ體
ゾ
ク属

と
す
。

ボ牡
レ
イ蠣
イ烏
カ賊

イ
ウ
エ
ン

　

蚰
蜒（
ナ
メ
ク

ジ
リ

）の
類
是
な
り
。
其
ノ
四
を
セ
キ脊
コ
ツ骨
ゾ
ク属
と
す
。
動
物
の
レ
イ靈
ゾ
ク属
皆
是
類
に

屬
す
又
脊
骨
属
を

シ四
ル
ヰ類
に
ワ
カ分
ち
て
其
一
を
魚
類
其
二
を
チ
ウ蟲
類
其
三
を
鳥
類
其
四
を

胎
生
類
と
す

キ
カ
イ
ク
ワ
ン
ラ
ン

　

氣
海
觀
瀾
38
書
中
に
イ
フ曰
動
物
チ
ウ中
人
モ
ツ
ト
モ
最
タ
ツ
ト貴
く
し
て
上
級
に
ヲ居
る
。

其
他
の
物
を
分
ち
類
を

タ
ツ立
る
事
サ左
の
如
し
。
一
に
イ
フ曰
ゼ
ン蠕
チ
ウ蟲
即
ち
キ
ウ蚯
イ
ン蚓

39
等
ア
シ足
な
き

者
是
な
り
。
二
に
曰

ム無
ケ
ツ血
チ
ウ蟲
又
ク
ワ化
チ
ウ蟲
と
云
此
物
カ
ウ
ジ
ヤ
ウ

甲
状
の
関
節
あ
り
。
ブ
ン蚊
バ
ウ

〓

ヨ
ウ蝿
サ
ン蚕

カ蝦
バ
イ貝
類（
カ

　ア
ブ

　ハ
エ

　カ
イ
コ

　エ
ビ

）40
是
な
り
三
に
曰
魚
コ
ノ此
モ
ノ物
肺
な
し
ア
ギ
ト腮

41
を
も
つ
て
呼
吸
す
。

四
に
曰
水
陸
両
間
に

ヂ
ウ住
す
る
者
即
ち
カ
イ
ル

蝦
蟇
。
蛇
等
こ
れ
に
屬
す
五
に
曰
鳥
此
者
翼

あ
り
六
に
曰

ニ
ウ
イ
ヤ
ウ

乳
養
す
る
物
即
ち
牛
馬
犬
猫
鯨
等
是
な
り
。
胎
生
し

カ
ツ且

母
乳
を
以

て
是
を

ヤ
シ
ナ育
ふ
。
此
六
種
中
ゼ
ン蠕
チ
ウ蟲
無
血
蟲
は
唯
ハ
ク白
エ
キ液
あ
り
或
は
セ
イ青
エ
キ液
な
る
者
あ
り
。

魚
及
水
陸
両
間
に
住
す
る
者
は
冷
血
あ
り
。
人
獸
鳥
鯨
は
温
血
あ
り
。
何
れ
に
多

き
萬
物
の
長
と
な
り
た
る
人
身
の
。
我
々
な
れ
ば
隠
居
さ
ん
人
に

エ
イ鋭
ド
ン鈍
あ
る
ト
テ迚
も

同
じ
く

ウ
ケ禀
し
天
の
性
ミ
ガ研
か
ば
な
と
か
照
ら
さ
ら
ん
古
語
に
所
謂
其
進
む
ト
キ疾
モ
ノ者
こ
そ

は
退
く
も

ス
ミ
ヤ
カ
速
な
り
と
有
る
習
ひ
シ
ヤ
ク灼
々
と
咲
く
エ
ン園
チ
ウ中
の
花
早
け
れ
ば
先
づ
シ
ボ萎
み

遅
々
と
急
が
ぬ
松
こ
そ
は
鬱
々
然
と
バ
ン晩
ス
イ翠

を
含
む

オ
シ
ヘ教

も
御
坐
ら
ず
や
種
子
の

ハ
ウ萠

セ
イ生
す
る
に
さ
へ
カ
イ芥
シ子
一
両
日
の
マ間
に
早
く
萠
え
イ出
で
シ
ヨ
ウ
ビ

薔
薇
こ
そ
二
年
を
へ歴
た
る
其

後
に

ハ
ジ
メ始
て
發
生
す
る
ヨ
シ由
を
村
松
先
生
著
述
な
る
登
高
自
卑
42
に
載
せ
ら
る
ゝ

ア
ナ
ト侮
り
玉
ふ
な
此
節
は
役
者
と
な
つ
て
名
も
高
き
市
川
團
十
先
生
の
門
弟
と

な
り
幸
に
此
節
興
行

ナ
カ
ハ半

に
て
見
る
人
群
集
雲
を
な
す
故
郷
の

ヨ
シ
ミ好

隠
居
さ
ん
。

ミ
ョ
ウ
ニ
チ

明
日
御
覧
賜
は
り
て
ナ
ニ何
ト
ソ卒
シ
ウ衆
の
其
中
に
て
。
竒
妙
と
ホ譽
め
て
ゲ
イ藝
ド
ウ道
に
花
を
咲
せ

て
賜
は
れ
と

ヒ
タ
ス
ラ

一
向
頼
め
ば
驚
く
隠
居
是
れ
は
々
々
六
太
郎
水
の
流
れ
と
人
の
ユ
ク行
ス
ヘ末

と
云
事
あ
り
國
元
で
は
馬
鹿
六
々
々
と
九
十
九
文

サ刺
し
ば
か
り
の
様
に
賤
し
み
ヰ居

た
が
。
何
じ
や
此
節
は
役
者
に
成
り

オ居
ツ
タ
カ
出
来
た
々
々
氣
の
キ
イ利
た
シ
ヤ
ウ
バ
イ

商
売
に

な
つ
た
。
見
物
せ
い
て
何
と
せ
ふ
。
國
へ

カ
ヘ
リ歸
て
噺
の
種
明
日
シ
ユ手
レ
ン練
見
物
し
ホ譽
め

る
で

ア
ラ有
ふ
サ
リ去
な
が
ら
ソ
ノ其
ハ
ウ方
名
前
は
何
と
云
ふ
又
役
割
は
ナ
ニ何
ヤ
ク役
て
ヘ
ウ標
ダ
イ題
何
の
藝
な
る

ぞ
と
問
は
れ
て
六
太
困
り
入
り
手
持
無
沙
汰
に

イ
ヒ云
カ
ネ兼
る
隠
居
シ
キ
リ頻
に
ト
ヒ問
け
れ
ば
六

太
キ
ウ窮
し
て
是
非
も
な
く
市
川
團
十
郎
門
人
に
て
市
川
ダ
ン團
コ子
と
申
ま
す
隠
居
笑
て
團

子
と
は
一
口
に

ノ
マ呑
れ
て
し
ま
ひ
さ
う
な
名
前
じ
や
ソ夫
れ
は
さ
う
と
標
題
は
何
じ

や
。
一
の
谷
で
ご
ざ
る
夫
は
面
白
ひ
標
題
じ
や
。
シ
テ
役
割
は
と
問
は
れ
て
六
太

は
困
り
入
り
。
二
段
目
の

ナ
ホ直
ザ
ネ實

と
ア
ツ敦
モ
リ盛

と
ク
ミ組
ウ
チ打

の
場
を
勤
め
ま
す

ソ
レ夫

は
勇
ま
し
い

ア
ハ憐
れ
な
場
じ
や
。
汝
の
役
は
直
實
と
云
勇
士
か
六
太
曰
シ
カ然
ら
す
隠
居
曰
敦
盛
と
云

若
武
者
か
六
太
曰

ア
タ中
ら
ず
隠
居
然
ら
ば
タ
マ玉
オ
リ織
ヒ
メ姫
か
六
太
曰
ナ
カ中〳
〵々

隠
居
曰
ヒ
ラ平
ヤ
マ山
ム武
シ
ヤ者

ト
コ
ロ所
カ乎
。
六
太
イ
ハ
ク曰
又
ハ
ヅ脱
れ
た
り
。
隠
居
オ
ホ
ヒ大
に
イ
ブ
カ訝
り
然
ら
ば
何
を
ツ
ト
ム勤
る
ぞ
ホ
カ外
に

役
割
の

カ
ン
ガ
ウ
考
べ
き
な
し
。
ソ
モ
〳抑〵
其
ヘ
ウ方
何
役
を
勤
る
ぞ
六
太
ホ
ロ
リ
と
弱
り
入
り
。

頭
上
よ
り
汗
の
煙
を
た
て
隠
居
さ
ん
今
は
是
非
な
し

キ
ヨ清
ミ
ズ水
の
ブ舞
タ
イ臺
か
ら
飛
ぶ
氣
に

37

島
村
鼎
甫(1830–1881)

『
生
理
発
蒙
』(1866)

蘭
語
医
学
書(D

ouw
e

Lubach

著)

の
翻
訳
も
の
。

38

青
地
林
宗(1755-1833)

『
氣
海
觀
瀾
』(1835)

39

蚯
蚓
＝
み
み
ず
。

40

〓

は
亡
虫
虫
と
蚕
の
異

体
字

41

腮
＝
え
ら
。

42

村
松
良
粛(1827-1879)

著
の
『
登
高
自
卑
』（
明
治
五
年
出
版
）。
一
話
と

二
話
で
も
登
場
。
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て
思
ひ
切
て
申
す
べ
し
隠
居
曰

ギ
ヤ
ウ
〳
〵

仰
々
し
ひ

ナ名
ノ
リ乗

や
う
じ
や
早
く
云
へ
六
太

イ
ハ
ク曰
ジ
ツ實

は
ク
マ熊
ガ
ヘ谷
直
實
の
乗
た
る
馬
の
ア
ト後
ア
シ足
な
り
。
明
日
御
覧
是
れ
あ
ら
ば
熊
谷
乗
た
る
馬

の
後
足
竒
妙
々
々
。
市
川
團
子
出
来
マ
ス
ト

ホ
メ譽

て
賜
は
れ
隠
居
さ
ん

隠
居
は

キ
ヒ聞
て
二
度
ビ
ツ驚
ク
リ愕
。
シ
ハ暫
し
ア
キ忙
れ
て
コ
ト
バ詞
な
し
。
ヤ
ウ
ヤ
ク
漸
に
し
て
六
太
に
向
ひ
。

是
れ
は
々

ゾ々
ン
ジ存
も
寄
ら
ぬ
役
イ
ヅ何
れ
ソ夫
れ
位
な
事
て
ア
ラ有
ふ
と
は
思
へ
と
も
餘
り
初

め
の
萬
物
の
靈
の
詞
が
立
派
故

カ可
な
り
な
役
者
に
ナ
ツ成
た
か
と
オ
モ
ヒ思
の
ホ
カ外
の
意
気
地

な
し
責
め
て

ヒ婢
ボ
ク僕
か
デ
ツ
チ

丁
稚
で
も
勤
め
る
事
か
先
刻
の
。
萬
物
靈
の
人
身
の
自
慢
に

も
似
ず

チ
ク
ジ
ユ
ウ

畜
獸
の
真
似
で
世
渡
る
馬
の
足
先
に
も
な
ら
ず
後
足
に
な
つ
て
平
氣
も

矢
張
り
馬
鹿
。
馬
鹿
の

ば馬
の
字
は
終
身
取
れ
ぬ
。
フ不
ビ
ン便
至
極
と
タ
ン歎
ず
れ
ば
。
六
太

イ
ヨ
〳彌〵
ザ
ン慚
キ愧
し
て
身
の
上
ツ
ゲ告
て
メ
ン面
ヒ皮
な
し
。
ハ
ヂ耻
を
云
は
ね
ば
理
が

　
キ
コ不

レ
　 へ

ズ聞
。
役
者
に

成
つ
て
四
五
年
も
馬
の
後
足

ツ
ト
ム勤
れ
ど
。
一
度
も
ハ
ウ褒
シ詞
得
し
事
な
し
多
年
の
ヨ好
し

み
隠
居
さ
ん
。
此
世
の
思
ひ
出

ゴ
シ
ヤ
ウ

後
生
の
ク功
ト
ク徳
ナ何
に
は
ト兎
も
あ
れ
是
非
共
に
馬
の
後

足
メ
ウ妙
々
と
ホ
メ譽
て
賜
は
れ
隠
居
さ
ん
と
。
ナ
ミ
タ涙
と
共
に
頼
み
け
る
隠
居
オ
ホ
ヒ大
に
迷
惑

し
。

ド何
コ所

の
イ
ツ
コ

何
國
へ

ユ
イ往

た
と
て
馬
の
後
足

ホ
メ譽

る
馬
鹿
。

ア
ル有

べ
き
か
は
と
思
へ
ど
も

馬
鹿
。
に
凝
た
る
馬
鹿
六
が
一
途
の
頼
み
詮
方
な
く
澁
々
な
が
ら
受
合
て
翌
日

バ塲
シ
ヨ處
へ
来
て
見
れ
は
集
る
人
は
雲
の
如
く
引
く
天
幕
は
カ
ス
ミ霞
の
如
く
レ
イ麗
ジ
ン人
花
を
飾

り
美
女
玉
を

ヨ
ソ
ホ粧
ふ
俳
優
出
没
ギ技
を
争
ひ
術
を
競
ふ
ケ
ン看
ブ
ツ客
バ
ウ忙
ゼ
ン然
シ
ン心
ス
イ醉
し
竒
を
譽
め

メ
ウ妙
を
シ
ヨ
ウ
タ
ン

賞
歎
し
ウ
キ憂
ヨ世
忘
る
ゝ
別
世
界
狂
言
キ綺
ゴ語
も
サ
ン
ブ
ツ
シ
ヨ
ウ

讃
物
乗
イ
ヅ何
れ
勧
善
懲
悪
の
道
に

ア
ラ
サ非
る
者
は
な
し
世
の
諺
に
云
ふ
通
り
泣
ず
し
て
泣
マ真
ネ假
す
る
を
ナ
キ泣
な
か
ら
ナ
カ泣
ぬ

顔
す
る

シ
バ
ヰ

演
戯
ケ
ン看
ブ
ツ客
云
云
と
天
理
人
情
皆
同
し
仁
義
忠
孝
タ
レ誰
ヒ
ト人
か
カ
ン感
テ
ツ徹
せ
ざ
る
者
あ

ら
ん

図５：第五話の挿絵と画讃の翻刻。
Fig.5 Figure of the fifth story. (2)
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シ媒
　
　

ル至
　
　
自
　
　

ノ然
　
　
和
　

　
世
　
　
間
　
　
失
　
　
脚
　
　
人
　
　

ル
ヤ
知

　
　

ヤ否
　

　
前

　
　
屁

　
　
後

　
　
鳴

　
　
齟

　
　
齬

　
　

キ
ヲ
多

　

ス
デ既
に
二
段
目
組
打
の
バ塲
と
な
り
け
れ
は
名
も
高
き
武
蔵
の
國
の
住
人
シ私
の
タ
ウ黨

の
ハ
タ
カ
シ
ラ

旗
頭
熊
谷
次
郎
タ
ン丹
ヂ治
直
實
武
具
サ
ワ
ヤ
カ
爽
に
ヨ
ロ
ヒ鎧
つ
ゝ
日
の
丸
の
グ
ン軍
セ
ン扇
輝
か
し
黒
き

馬
上
に

マ
タ
ガ跨
り
て
イ威
フ
ウ風
ア
タ
リ傍
を
ハ
ラ拂
ひ
つ
イゝ
ウ優〳
〵々

然
と
乗
り
出
し
た
り
隠
居
コ爰ヽ
ぞ
と

ダ
イ
オ
ン
ジ
ヨ
ウ

大
音
上
熊
谷
次
郎
直
實
の
乗
た
る
馬
の
ア
ト後
ア
シ足
竒
妙
々
々
市
川
團
子
出
来
ま
す
と

コ
エ聲
を
限
り
に
叫
び
し
か
ば
團
子
は
カ
ン歡
キ喜
限
り
な
く
天
へ
も
登
る
心
地
に
て
我
身
忘

れ
て
勇
み
立
ち
。
イ
ヒ
ン
。
イ
ヒ
ヽ
ン
ト
。

イ
ナ嘶ヽ
ひ
て
。
四
方
八
面
飛
び
狂
ひ
前

後
不
覺
に
は
ね

マ
ハ廻
る
。
前
足
オ
ホ
ヒ大
に
困
り
入
り

樂
屋
に

イ
リ入
て
吐
息
突
き
團
子
に
向
ひ
サ
テ扨
々
困
り
申
た
り
汝
口
も
な
き
後
足
の
身
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分
を
以
て
滅
多
無
性
に

イ
ナ嘶ヽ

ひ
て
飛
た
り
蹴
た
り
は
ね

マ
ハ廻

り
騒
き
狂
ふ
は
何
事
と
。

云
へ
は
團
子
は
ぬ
か
ら
ぬ
顔
兄
貴
ぬ
か
す
な
兄
貴
に
も

オ
チ
ド

失
策
あ
り
。
大
學
と
や
ら

云
ふ

ホ
ン籍

に
君
子

オ
ノ己

れ
に
有
て

ノ
チ后
ヒ
ト人

を
セ求

め
己
れ
に

ナ無
う
し
て

ノ
チ后
ヒ
ト人

を
ソ
シ非

る
と
ゴ
ザ

ラ
ズ
ヤ

ヨ能
く
考
へ
て
ゴ
ラ
フ
ジ
ロ
。
世
の
諺
に
い
ふ
通
り
。
ム
シ
ロ寧
ケ
イ鶏
コ
ウ口
と
な
る
と

も
ギ
ユ
ウ
ゴ

牛
後
と
な
る
事
な
か
れ
と
か
是
あ
れ
ど
人
の
前
に
は
エ得
タ立ヽ
ず
牛
後
と
な
る
我
れ

〳
〵
が
愚
か
な
事
は
知
れ
た
事
汝
は
人
の
前
に
た
つ
其
前
足
の
身
を
以
て
勝
手
次

第
に
屁
を

コ放
く
に
あ
ら
ず
や

滑
稽

窮
理

臍
の
西
國
初
編
終

　

あ
ら
す
じ
と
解
説

１

　手
と
指
の
違
い

金
持
ち
の
主
人
が
廓
の
遊
女
に
惚
れ
込
み
、
そ
の
遊
女
も
主
人
に
応
え
て
い
た
。

こ
の
話
を
友
人
に
話
す
と
大
笑
い
さ
れ
、
女
は
金
が
目
当
て
な
だ
け
だ
ろ
う
と
い
う
。

そ
も
そ
も
金
で
女
心
を
つ
な
ぎ
と
め
る
の
は
も
う
古
く
、
文
明
開
化
の
現
在
で
は
自

然
科
学
の
学
識
を
持
つ
者
が
モ
テ
る
の
だ
、
と
友
人
は
説
得
す
る
が
主
人
は
と
ん
と

納
得
し
な
い
。
そ
こ
で
友
人
は
、
隣
室
で
襖
越
し
に
そ
の
遊
女
と
窮
理
先
生
と
の
会

話
を
聞
い
た
こ
と
を
話
し
は
じ
め
る
。
始
め
は
愛
想
の
な
か
っ
た
遊
女
だ
が
、
先
生

が
話
す
宇
宙
や
動
物
植
物
な
ど
次
々
に
出
さ
れ
る
博
識
に
す
っ
か
り
惚
れ
込
ん
で
し

ま
っ
て
い
た
。
遊
女
は
先
生
に
誠
を
誓
っ
て
指
を
切
る
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
聞

い
た
主
人
が
、
俺
の
こ
と
は
何
か
言
っ
て
い
な
か
っ
た
か
、
と
友
人
に
た
ず
ね
る
と
、

「
君
と
は
手
を
切
る
、
と
言
っ
て
い
た
」。

武
藤(

6)

に
よ
れ
ば
、
手
切
れ
丁
稚
と
言
わ
れ
る
落
語
を
な
ぞ
っ
た
も
の
。
も
と
の

話
は
、
隠
居
が
囲
っ
て
い
る
妾
の
行
状
を
丁
稚
に
探
ら
せ
る
話
。
浮
気
し
て
い
る
妾

に
買
収
さ
れ
た
丁
稚
は
「
姐
さ
ん
は
、
旦
那
さ
ん
の
た
め
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

す
る
と
言
っ
て
ま
し
た
」
と
隠
居
に
報
告
す
る
。「
わ
し
の
た
め
な
ら
指
を
切
る
と

言
っ
た
の
か
」
と
御
隠
居
が
た
ず
ね
る
と
、「
指
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。
金
を
く
れ
た

ら
、
手
を
切
る
と
」。

こ
の
話
に
登
場
す
る
窮
理
先
生
の
話
は
、
天
の
川
が
太
陽
の
よ
う
な
恒
星
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
虫
植
物
の
話
な
ど
生
物
種
の
分
類
の
境
界
に
あ
る
も

の
ま
で
幅
が
広
い
。
窮
理
が
広
く
自
然
科
学
の
意
味
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
筆
者

は
生
物
に
詳
し
く
な
い
が
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、
本
作
中
に
登
場
す
る
フ
ァ
リ
ス
ネ
リ

ア
は
水
生
植
物
の
セ
キ
シ
ョ
ウ
モ
属
の
学
名Vallisneria

だ
ろ
う
か
（
実
を
結
ぶ
と

き
動
く
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
）。
動
物
と
植
物
の
間
の
ポ
レ
ー
ペ
ン
と
は
、
も
し

か
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
す
る
花
粉
（pollen

）
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
何
も
力
を
加
え
な

く
て
も
い
つ
ま
で
も
動
き
続
け
る
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
の
原
因
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

が1905

年
に
、
水
分
子
が
花
粉
を
蹴
り
上
げ
て
い
る
モ
デ
ル
を
示
す
ま
で
、
不
思
議

な
存
在
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
い
ま
の
私
た
ち
は
、
出
版
当
時
と
は
別
の
読
み
方
で
楽

し
め
る
。

２

　無
言
問
答

旅
で
立
ち
寄
っ
た
僧
が
、
十
歳
足
ら
ず
の
小
僧
に
言
い
が
か
り
を
つ
け
、
無
理
問

答
を
し
か
け
た
。「
嘘
を
つ
く
こ
と
を
鉄
砲
と
い
う
が
こ
れ
如
何
に
」「
誠
の
こ
と
を

真
剣
と
い
う
が
如
し
」
と
い
っ
た
問
答
が
続
く
が
、
旅
僧
は
勝
て
な
い
。
そ
こ
で
有

理
問
答
に
変
え
て
挑
む
。「
有
機
物
と
無
機
物
の
違
い
は
如
何
に
」「
同
じ
種
で
も
形

状
が
違
う
も
の
が
あ
る
の
は
如
何
に
」
小
僧
は
す
ら
す
ら
と
動
物
や
植
物
の
例
を
挙

げ
て
百
科
事
典
並
み
の
答
え
を
返
す
。
勝
ち
目
の
見
え
な
い
旅
僧
は
最
後
に
無
言
問

答
を
し
か
け
る
。
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無
言
問
答
の
部
分
は
次
の
よ
う
だ
。
旅
僧
が
両
手
で
親
指
と
人
差
し
指
で
大
き
な

輪
を
作
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
小
僧
が
両
手
を
い
っ
ぱ
い
に
伸
ば
し
て
輪
を
つ
く
る
。

こ
れ
を
見
て
旅
僧
が
三
本
指
を
出
す
と
小
僧
は
五
本
の
指
を
出
し
た
。
こ
れ
を
悟
っ

て
旅
僧
が
一
本
だ
け
指
を
出
す
と
、
小
僧
は
怒
っ
て
両
眼
を
き
っ
と
し
て
旅
僧
を
睨

み
返
し
た
。
こ
の
仕
草
で
旅
僧
は
退
散
し
た
、
と
い
う
仕
草
の
や
り
と
り
で
あ
る
。

隠
れ
て
見
て
い
た
小
僧
の
祖
師
が
解
説
す
る
。
旅
僧
は
輪
を
つ
く
っ
て
太
陽
と
月
に

つ
い
て
尋
ね
た
。
小
僧
は
太
陽
と
月
は
そ
ん
な
大
き
さ
で
は
な
い
と
答
え
た
。
次
に

旅
僧
は
三
本
の
指
で
三
千
世
界
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
小
僧
の
五
本
の
指
は
、
足
元
の

五
大
州
を
ま
ず
知
れ
と
答
え
た
。
最
後
に
旅
僧
は
一
本
の
指
を
立
て
て
造
化
の
役
割

を
尋
ね
た
。
小
僧
は
目
を
開
い
て
、
自
分
の
目
の
中
に
あ
る
と
答
え
た
。
旅
僧
は
敵

わ
な
い
と
感
じ
て
退
散
し
た
。
祖
師
が
小
僧
を
褒
め
称
え
る
と
、
小
僧
は
違
う
、
と

い
う
。
旅
僧
が
手
で
作
っ
た
輪
の
サ
イ
ズ
の
餅
が
あ
る
か
と
尋
ね
た
の
で
両
手
を
広

げ
て
も
っ
と
大
き
な
の
が
あ
る
と
答
え
た
。
旅
僧
が
三
分
で
買
え
る
か
と
聞
い
た
の

で
五
両
だ
と
答
え
た
。
だ
が
一
両
に
ま
け
て
く
れ
、
と
言
わ
れ
た
の
で
と
ん
で
も
な

い
と
睨
み
返
し
た
、
と
。

最
後
の
無
言
問
答
は
定
番
落
語
「
蒟
蒻
問
答
」
に
出
て
く
る
流
れ
を
用
い
た
も
の

（(

6)

の
武
藤
に
よ
る
解
説
）
で
あ
る
。
住
職
不
在
の
寺
へ
行
脚
僧
が
尋
ね
て
き
て
一

問
答
を
申
し
入
れ
る
。
蒟
蒻
屋
稼
業
の
六
兵
衛
が
和
尚
の
代
わ
り
と
な
っ
て
無
言
の

ま
ま
対
応
す
る
。
行
脚
僧
は
無
言
の
行
中
と
勘
違
い
し
、
手
指
で
無
言
問
答
を
す
る
、

と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
蒟
蒻
問
答
」
の
原
型
は
中
国
明
代
の
文
献
に
も
見
ら

れ
、
ト
ル
コ
や
朝
鮮
で
も
同
種
の
話
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
仏
典
か
ら
派
生
し
た

小
噺
と
思
わ
れ
る(

7)

ら
し
い
。

有
理
問
答
の
部
分
は
、『
登
高
自
卑
』
と
『
全
體
新
論
』
の
書
か
ら
の
引
用
と
小
僧

が
自
ら
話
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
入
手
で
き
る
知
識
を
正
確
に
披
露
し
て
い
る
。

し
か
し
、
無
言
問
答
の
解
説
で
祖
師
が
説
明
す
る
地
球
・
月
・
太
陽
の
直
径
や
月
や

太
陽
ま
で
の
距
離
の
値
は
、
一
読
す
る
と
間
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
里
で

表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
数
値
は
マ
イ
ル
（1.6

km

）
で
の
値
と
解
釈
す
る

と
正
し
く
な
る
。
福
澤
諭
吉
が
『
窮
理
図
解
』
で
示
し
た
値
は
、
里
で
表
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
ち
ら
は3.9

km

の
単
位
で
あ
る
。
増
山
本
人
が
英
語
の
文
献
を
も
と
に

探
し
出
し
た
値
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

３

　原
素
坊

あ
る
夫
婦
に
は
子
供
が
産
ま
れ
て
も
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
続
い
て

い
た
。
や
っ
と
産
ま
れ
た
子
は
元
気
な
泣
き
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
で
妻
は
夫
に

お
寺
の
お
坊
さ
ん
に
、
戒
名
で
は
な
く
俗
名
を
つ
け
て
も
ら
う
よ
う
に
提
案
す
る
。

夫
が
お
坊
さ
ん
に
相
談
す
る
と
、
早
合
点
し
た
お
坊
さ
ん
は
、
ま
た
子
が
亡
く
な
っ

た
と
勘
違
い
し
て
慰
め
の
言
葉
を
か
け
る
。
ず
っ
と
慰
め
の
言
葉
を
聞
い
た
後
、
夫

が
よ
う
や
く
男
の
子
が
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
長
い
名
前
を
お
願
い
し
に
来
た
、

と
話
が
通
じ
る
。
お
坊
さ
ん
は
、
そ
れ
で
は
、
と
元
素
の
名
前
を
60
個
含
ん
だ
名
前

「
原
素
坊
々
々
・
・
・
用
太
郎
」
を
つ
け
た
。

元
気
に
育
っ
た
「
原
素
坊
々
々
・
・
・
用
太
郎
」
は
、
友
達
と
遊
ん
で
い
る
最
中
、
井

戸
に
落
ち
て
し
ま
う
。
こ
ど
も
が
母
親
の
元
へ
駆
け
つ
け
て
「
原
素
坊
々
々
・
・
・
用

太
郎
」
君
を
助
け
て
、
と
知
ら
せ
る
。
驚
い
た
母
親
は
父
親
に
「
原
素
坊
々
々
・
・
・

用
太
郎
」
が
大
変
だ
と
告
げ
る
。
父
親
が
「
原
素
坊
々
々
・
・
・
用
太
郎
」
の
状
態
を

確
認
し
よ
う
と
井
戸
に
駆
け
つ
け
る
と
、
す
で
に
他
人
に
助
け
出
さ
れ
た
後
だ
っ
た
。

通
り
が
か
っ
た
医
者
に
蘇
生
し
て
も
ら
い
、
薬
も
も
ら
う
。
親
が
こ
の
薬
に
は
生
姜

を
入
れ
る
の
か
と
聞
く
と
、
医
者
は
生
姜
は
い
ら
な
い
が
、
辛
子
を
ひ
と
摘
み
煎
じ

て
入
れ
よ
、
と
い
う
。
辛
子
を
煎
じ
て
入
れ
る
な
ん
て
初
め
て
聞
い
た
、
と
大
笑
い

す
る
親
に
、
医
者
が
「
そ
う
笑
っ
て
は
薬
は
効
か
な
い
」
と
サ
ゲ落
の
一
言
。

よ
く
知
ら
れ
た
寿
限
無
の
話
で
あ
る
。
名
前
の
部
分
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
元

素
の
名
前
を
60
個
つ
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
在
す
る
元
素
名
も
あ
れ
ば
、

そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
ど
れ
も
新
し
い
名
前
だ
っ
た

ろ
う
か
ら
、
そ
の
区
別
ま
で
は
思
い
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
メ
ン
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デ
レ
ー
エ
フ
が
周
期
表
を
提
案
し
た
の
は1869

年
だ
が
、
そ
の
周
期
表
の
価
値
が
認

め
ら
れ
る
の
は
未
発
見
の
ガ
リ
ウ
ム
が
発
見
さ
れ
る1875

年
以
降
で
あ
る
。
当
時
は

60
個
の
元
素
が
混
沌
と
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。

最
後
の
サ
ゲ
の
一
言
は
、「
か
ら
し
は
気
短
か
者
に
掻
か
せ
よ
」
と
か
「
ワ
サ
ビ
を

お
ろ
す
と
き
は
笑
う
な
」
と
い
う
俗
説
を
使
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
か
ら
し
は
の
ん

び
り
し
て
い
る
と
辛
味
が
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
は
や
く
掻
い
た
ほ
う
が
よ
い
。
ワ
サ

ビ
は
お
ろ
し
金
で
力
を
入
れ
て
細
か
く
擦
れ
ば
擦
る
ほ
ど
辛
さ
が
増
す
。
笑
っ
て
い

て
は
辛
み
が
効
か
な
い
、
と
い
う
言
い
伝
え
で
あ
る
。

４

　歌
道
の
く
い
ち
が
い

少
し
早
と
ち
り
で
学
の
足
り
な
い
太
郎
が
御
隠
居
さ
ん
を
訪
ね
て
き
た
。
御
隠
居

さ
ん
は
太
郎
に
、
歌
道
の
道
（
敷
島
の
道
）
を
勧
め
る
こ
と
に
し
た
。
太
田
道
灌
が

歌
を
嗜
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
狩
り
に
行
っ
た
時
に
雨
に
降
ら
れ
、

民
家
で
簑
を
借
り
よ
う
と
し
た
と
き
の
話
を
す
る
。
民
家
か
ら
出
て
き
た
女
性
は
何

も
語
ら
ず
道
灌
に
盆
に
載
せ
た
一
枝
の
山
吹
の
花
を
差
し
出
し
た
。
そ
の
場
で
意
味

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
道
灌
だ
が
、
後
で
家
臣
か
ら
簑
が
な
か
っ
た
こ
と
を
古
歌
に
例

え
て
返
し
た
こ
と
だ
と
教
え
ら
れ
、
我
が
身
の
教
養
の
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
じ
た
、

と
い
う
。
こ
れ
を
聞
い
た
太
郎
は
、
な
ら
ば
自
分
も
簑
を
借
り
た
い
人
に
山
吹
の
花

を
差
し
出
し
て
、
そ
の
人
を
感
動
さ
せ
よ
う
と
飛
び
出
し
た
。
晴
れ
て
い
る
日
に
簑

を
借
り
た
い
人
は
現
れ
ず
、
太
郎
か
ら
「
簑
を
借
り
な
い
か
」
と
ま
で
声
を
か
け
て

も
空
振
り
ば
か
り
。
日
が
暮
れ
て
、
一
人
旅
人
が
提
灯
を
借
し
て
く
れ
と
入
っ
て
く

る
。「
簑
で
は
な
い
の
か
」「
ち
が
う
。
提
灯
だ
」
そ
う
い
わ
れ
て
も
太
郎
は
山
吹
の

花
を
差
し
出
し
た
。
理
解
に
苦
し
ん
で
い
る
旅
人
を
み
て
、「
歌
道
に
暗
い
人
だ
な
」

と
い
う
と
、
旅
人
は
「
か
ど門

が
暗
い
か
ら
提
灯
を
借
り
た
い
の
さ
」

後
半
の
く
だ
り
は
、
代
表
的
な
前
座
噺
『
道
灌
』
と
同
じ
で
、
最
後
の
一
言
は
、
歌

道
と
門
を
か
け
た
洒
落
で
あ
る(

7)

。
こ
の
第
四
話
で
は
、
窮
理
に
関
す
る
知
識
は
わ

ず
か
で
、
生
物
を
つ
く
る
元
素
は
炭
素
・
水
素
・
酸
素
・
窒
素
の
基
本
四
種
の
元
素
で

あ
る
こ
と
、
黒
人
は
肌
の
色
が
違
う
だ
け
だ
、
な
ど
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、

こ
の
話
で
は
、
太
田
道
灌
の
逸
話
だ
け
で
は
な
く
、「
敷
島
」
の
言
葉
の
由
来
や
、
小

野
小
町
・
新
田
義
貞
・
源
頼
政
の
詠
ん
だ
歌
も
紹
介
さ
れ
る
。
増
山
守
正
は
、
静
香

園
丹
蓉
の
号
を
持
ち
、『
静
香
園
詩
文
雑
稿
』
３
篇
ほ
か
『
丹
蓉
俳
諧
発
句
集
』『
丹
蓉

発
句
瓦
礫
集
』
な
ど
も
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
多
く
の
漢
詩
や
武
将
に
関
す

る
文
章
も
含
ま
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
少
し
だ
け
教
養
を
こ
こ
で
披
露
し
た
、
と

い
う
程
度
の
も
の
の
よ
う
だ
。

５

　馬
の
後
足

街
を
歩
い
て
い
た
御
隠
居
さ
ん
は
、
同
郷
の
六
太
郎
に
出
会
っ
た
。
昔
は
馬
鹿
の

六
太
郎
と
呼
ば
れ
て
い
た
者
だ
。
御
隠
居
さ
ん
は
六
太
郎
に
学
の
大
切
さ
を
悟
す
。

そ
し
て
『
生
理
発
蒙
』『
氣
海
觀
瀾
』『
登
高
自
卑
』
の
書
か
ら
得
ら
れ
る
動
物
分
類
学

の
知
識
を
紹
介
し
た
。
六
太
郎
は
、
今
は
役
者
と
な
っ
て
興
行
に
来
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
御
隠
居
さ
ん
が
役
者
名
や
演
目
を
聞
き
出
し
、
何
の
役
を
や
る
の
か
と
聞
き

出
す
と
、
六
太
郎
は
焦
ら
し
た
の
ち
に
熊
谷
直
実
の
乗
る
馬
の
後
ろ
足
の
役
だ
と
白

状
す
る
。
そ
し
て
、
い
ま
ま
で
役
を
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
明
日
は
ぜ
ひ
お

願
い
し
た
い
と
御
隠
居
に
頼
ん
だ
。
馬
の
足
の
役
者
を
褒
め
る
な
ど
馬
鹿
馬
鹿
し
い

と
思
い
つ
つ
、
御
隠
居
は
舞
台
を
観
に
行
き
、
馬
が
出
て
き
た
と
き
に
声
を
限
り
に

六
太
郎
の
役
者
名
を
叫
ぶ
。
馬
の
後
ろ
足
は
喜
ん
で
飛
ぶ
は
跳
ね
る
は
大
騒
ぎ
。
お

ま
け
に
ヒ
ヒ
ー
ン
と
後
ろ
足
か
ら
い
な
な
く
始
末
。
楽
屋
に
も
ど
っ
た
六
太
郎
は
前

足
役
の
兄
貴
役
者
に
怒
ら
れ
る
。「
後
ろ
足
の
分
際
で
な
に
ご
と
か
」
し
か
し
、
六
太

郎
に
も
言
い
分
が
。「
前
足
の
役
者
は
屁
を
こ
く
な
」

落
語
『
ぶ武
す
け助
う
ま馬
』
の
筋
を
な
ぞ
る
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
江
戸
落
語
の
元
祖
と
言

わ
れ
る
鹿
野
武
左
衛
門
作
の
「
堺
町
馬
の
顔
見
世
」
が
原
話
と
な
っ
て
い
る(

7)

。（
こ

の
噺
に
絡
ん
で
、
武
左
衛
門
は
江
戸
で
流
行
し
た
疫
病
で
荒
稼
ぎ
し
た
詐
欺
行
為
に
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巻
き
込
ま
れ
、
投
獄
さ
れ
て
し
ま
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
知
ら
れ
て
い
る(

8)

。）

こ
の
話
で
は
、
前
後
の
筋
に
関
係
な
く
、
や
や
突
飛
な
形
で
、
生
物
分
類
学
の
詳

し
い
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
増
山
守
正
は
、
西
洋
医
学
も
修
め
た
医
者
で
も
あ
り
、

ま
た
、『
植
物
異
名
抜
萃
一
覧
表
』(1877)

『
動
物
異
名
抜
萃
一
覧
表
』『
万
物
類
名
抜

萃
一
覧
表
』
な
ど
も
著
し
て
い
る
。
分
類
学
の
話
が
随
所
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ち
ょ
う
ど
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
作
成
も
並
行
し
て
行
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

本
書
の
時
代
背
景

冒
頭
で
も
触
れ
た
が
、
時
代
が
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
お
よ
そ
十
年
間
、
窮
理
熱

と
よ
ば
れ
る
自
然
科
学
入
門
書
の
出
版
ブ
ー
ム
が
お
き
た
。
そ
の
多
く
は
、
西
洋
の

子
供
向
け
・
青
少
年
向
け
の
本
の
抄
訳
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
孫
引
き
で
あ
っ
た
が
、

本
書
は
落
語
を
語
り
口
に
し
た
も
の
で
特
異
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。
本
書
の
存
在
は
、

手
元
の
書
に
よ
れ
ば
、
辻
哲
夫(

9)

、
橋
本
萬
平(

10)
、
山
本
義
隆(

11)

ら
が
短
く
触
れ

る
程
度
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
、
窮
理
熱
の
証
左
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
全
文
を
丁
寧
に
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一
つ
は
「
窮
理
」
と
い
う
用
語
の
使
わ
れ
方
で
あ
る
。
現
代
の
「
物
理
」
の
語
源

と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
書
に
挿
入
さ
れ
た
話
が
生
物
系
の
話
を
含

ん
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
窮
理
」
と
い
う
語
が
自
然
科
学
一
般
を
指
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
と
も
と
、「
窮
理
」
と
い
う
言
葉
は
儒
学
用
語
で
あ
る

が
、
幕
末
の
蘭
学
者
がN

atuurkunde

（
英
語
でN

aturalPhilosophy

あ
る
い
は

Physics

）
の
訳
と
し
て
使
い
始
め
た
。
当
初
、
訳
語
が
一
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
帆

足
万
里
ら
は
「
窮
理
」
を
用
い
、
青
地
林
宗
・
箕
作
秋
坪
・
大
庭
雪
斉
ら
は
「
格
致
」

を
、
緒
方
洪
庵
ら
は
「
物
理
」
を
、
赤
坂
圭
斎
ら
は
「
理
学
」
を
用
い
た
。
い
ず
れ
も

近
代
物
理
学
の
受
容
の
時
期
に
「
形
而
下
の
事
象
（
可
視
的
な
も
の
ご
と
）」
を
総

称
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
た(

12)

。
明
治
初
年
の
福
沢
諭
吉
の
『
窮
理
図
解
』
が
大

ヒ
ッ
ト
し
た
た
め
、
窮
理
の
語
が
人
々
に
浸
透
し
た
。
明
治
五
年
に
学
制
が
公
布
さ

れ
た
と
き
に
は
、
科
目
名
称
の
一
つ
に
「
理
学
」
が
登
場
し
た
が
、
同
年
に
小
学
教

則
・
中
学
教
則
が
出
さ
れ
て
「
窮
理
学
」
と
訂
正
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
教
則
変
更
改
正

が
行
わ
れ
て
再
び
科
目
名
が
変
更
さ
れ
た(

13)

。
小
学
生
向
け
の
官
製
教
科
書
と
し
て

は
じ
め
て
作
成
さ
れ
た
片
山
淳
吉
編
集
の
『
官
板
・
理
学
啓
蒙
』
は
題
名
の
み
『
官

板
・
物
理
階
梯
』
に
改
め
て
出
版
さ
れ
、
高
学
年
の
窮
理
学
は
物
理
学
・
博
物
学
・
化

学
・
生
理
学
・
星
学
に
分
岐
し
た(

14)

。
本
書
は
そ
の
よ
う
な
過
渡
期
に
出
版
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
本
書
『
滑
稽
窮
理
臍
の
西
国
』
は
後
に
題
名
を
変
え
た
『
臍
の
西
国

あ
ご
落
と
し
』（
明
治
19
年
）
と
し
て
再
販
さ
れ
て
い
る
が
、
窮
理
の
名
称
が
な
く

な
っ
た
の
は
、
こ
の
辺
り
に
も
理
由
が
あ
り
そ
う
だ
。

も
う
一
つ
は
、
著
者
の
増
山
守
正
が
、
出
典
を
記
載
し
な
が
ら
窮
理
の
蘊
蓄
を

詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
回
登
場
す
る
村
松
良
粛
『
登
高
自
卑
』

（1872

）
の
他
、
合
信
著
・
陳
修
堂
同
撰
『
全
體
新
論
』(1857)

、
島
村
鼎
甫
『
生
理

発
蒙
』(1866)

、
青
地
林
宗
『
氣
海
觀
瀾
』(1835)

が
そ
れ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
翻

訳
を
ベ
ー
ス
と
し
た
硬
派
な
書
で
あ
る
。
増
山
は
医
者
を
務
め
た
後
、
京
都
府
で
教

育
官
吏
と
な
り
、
上
京
し
て
文
部
省
勤
務
を
経
て
、
最
後
は
東
京
博
物
館
属
に
任
じ

ら
れ
た
。
生
粋
博
学
の
イ
ン
テ
リ
で
も
あ
る
。
本
書
第
四
話
に
は
、
御
隠
居
さ
ん
が

夢
梅
軒
章
峯
（
湖
南
文
山
）『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
を
読
ん
で
い
る
こ
と
が
一
言
登
場
す

る
が
、
こ
れ
は
後
に
増
山
が
『
静
香
園
詩
文
雑
稿
』
に
残
す
歴
代
偉
人
寸
評
の
資
料

に
違
い
な
い
。
本
書
で
書
か
れ
た
落
語
で
は
、
窮
理
の
知
識
が
筋
に
直
結
す
る
も
の

は
な
く
、
い
ず
れ
も
教
養
や
造
詣
を
促
す
意
味
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
知
識
に
留
ま
っ

て
い
る
。
本
書
は
「
初
編
」
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
続
編
は
見
当
た
ら
な
い
。

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
落
語
が
実
際
に
上
演
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
披
露
さ
れ
た
内
容
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
は
一
歩
先
の
内
容
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
も
当
時
の
文
化
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
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